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震勢

教膏・研究支援業務報告 作物第一部

作物第一部
担当者.茂木紀昭・市川伸次

〈工)者先 妻室F

作物第 1部は、技官 2名、教官 2名(兼任)で構成され、畑地 14 6 

5 aと水田 20 aの試験闘場を維持管理している。これらの試験圏場で

は、水稲、マメ類、 トウモロコシ、パレイショ等の主要作物を栽培し、

栽培学的、生理学的、生態学的な分野の研究を行っている。また農学部

生物資源科学科 3年目の学生を対象とする生物資源科学実験、および同

学科作物学講座 4年目の学生と大学院生を対象とする各種の宿場実験を

行っている。

以下各作物別に本年度の研究内家とこれに伴う技官の業務管理を述べる。

O水稲

生育の異なる時期における冷水処理が水稲の乾物生産、分配ならびに

稔実に及ぼす影響

技官の尽常業務管理(施肥、整地、代掻き、田植え、水管理、除草剤

散布、病虫害の判定と農薬散布、収穫等の作業)

く〉マメ類

1 .ウニコナゾール P処理による大豆の生育制御に関する研究

1 )形態、物質分配及び同化産物の転流に及ぼす影響

2 )横物体内における窒素の集積とその分配に及ぼす影響

技官の日常業務管理(整地、畦切り、施肥、播種、除草剤散布、病虫

害の判定と農薬散布、除草、収穫、選別等の作業)

2. 水分及び砥リン酸土壌条件下におけるサイトウの乾物生産、能力

の己主良

技官の日常業務管理(整地、経切り、施~E 、播種、ハウスと潅水設備

の管理、除草剤散布、病虫害の判定と農薬散布、除草、収穫等の作

業)

3. アズキの生育、収量及び品質関連形質に及ぼす播種目の影響

技官の日常業務管理(整地、殴切り、施肥、播種、除草剤散布、病虫

害のfiJ定と農薬散布、除草、収穫等の作業)
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作物第一部

。トウモロコシ

2穂型トウモロコシの雌穏形成機構に関する研究

技官の日常業務管理(整地、時切り、施肥、播種、除草剤散布、農薬散

布、除草、収穫等の作業)

Oパレイショ

水分吸収に関する研究

1 )土壌水分条件が根系を異にするパレイショ 2品種の生育に及ぼす影

響

2 )植物体内の水分条件と体表面電位との関係

3 )種イモの浴光催芽期間の長短が生育と収量に及ぼす影響

技官の日常業務管理(整地、経切り、施肥、播種、ハウスと潅水

設備の管還、除草剤散布、培土、病虫害の判定と農薬散布、収穫、

選別等の作業)

Oエン麦
緑肥用としてエン麦とクローバーを播種し、エン麦の成熟期にチョッパ

ーを掛けてクローパーのみを残し、秋に耕起して、次年度の精密実験用

園場に供する。一部は次年度以降の種子として収穫している。

主里丘主査

O主要作物(パレイショ、 トウモロコシ、水稲、マメ類、その他)の作付

け計画(教官、技宮)

O生産資材(種子、農薬、肥料、資材等)の立案と購入

Oトラクタ一、プラウ、ロータリ一、デスク、プランタ一、グレンドリル

等の農業機械作業計画

O 作物生産に関わる作業 4月:水稲ハウス準備とエン麦播種、 5月:パ

レイショ、イネ、 トウモロコシ、マメ類などの施肥、播種および植イ寸作

業、 6月:バレイショの培土と管理作業、 7月:管理作業、 8月:エン

麦、パレイショ、 トウモロコシの収穫、 9月水稲、マメ類の収穫と選

llll、 10月:バレイショ、 トウモロコシの収穫と選別および各種実験資

材の鼠湯からの撤去と保持

O各種作物の適期播種および水稲の青苗ならびに水管理のために休祭日も

出勤している。
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作物第一部
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作物第一部

は、水稲育苗班との共同作業
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教育・研究支援業務報告

作物第二部

担当者三津為一

1 楳要

教宮2名(兼任)、技官1名で構成され、横物遺伝資源学の試験、研究、実習等を

行う。栽培植物について、遺伝学・育種学・栽培学的な観点から志向した箇場試験

および一般栽培植物の近縁野生種、在来種、生態裂等の多数の遺伝資源の栽培維持管

理を行っている。

1996年度の試験研究内容は、作物31Jに次のようにまとめられる。

(1)ビート

①3品種(モノホワイト、メロディ、モノホマレ)を用いた栽培試験、栽培実習

②遅播および、生育期間延長の収量に及ぼす影響、③形質転換および組織培養実験材料

の育成と種子の増殖、④単産性の遺伝解析のための交雑分離集団の栽培と管理等を行

った。

本年度は、雪解けが遅く箇場の準備が例年に比べて2週間ほど遅延した。そのため

栽堵試験の収量は、糖分で平年並みであったのに対し、根重は平年に比べてやや低下

した。また、播種後やや低温で推移したため還播gと標準区の初期生育の差異が少な

く、収量に明確な差異は認められなかった。

収穫期をずらすことによる生育期間延長の効果は、降雪前までは1%を上回る糖分

増加が観察されたものの、降雪以降は積雪による光合成の抑制や葉身の凍結傷害等に

よると思われる糖分の低下が生じた。(10月29日より10日間ごとに4回調査)

(2)ツルマメおよびダイズ

ダイズおよびその野生種と考えられているツルマメは、同一個体内に開放花と関鎖

花を形成する。閉鎖花は開花することなく自家受粉による自殖のみを行うのに対し、

開放花は潜在的に他殖を行う能力も備えている。ダイズとツルマメは、自殖が中心で

他殖の割合は低いとされているが、開放花の形成と他殖の可能性は切り離して考える

ことは出来ない。

1995年この2種の花の着花から結爽に至るまでの調査を行った結果、両花に差異が

認められ、種子の特性においては、開放花がより大型の種子を形成していた。

1996年は両花より得られた種子の次世代へ及ぼす影響に関して生育調査を行つ

-8-



た。(修論より引用)
作物第二部

初期生育の均一化と個体数確保のためペーパーポットで育笛した個体を移植した。

移槌後の活着を確保するためマルチシートを用いた。また、プロット間の通路に防草

シートを敷き雑草の発芽生育を押さえ徐草に関する省力化を試みたo

(3)ダイズ

①異なる肥料環境に対する品種、在来種の反応 ②早晩性の遺伝解析と準同質遺伝

子系統の作出 ③異なる登熟環境下で発育した種子の低温出芽能の解析 ③長日施設

での日長反応性の解析 ⑤韓国より導入されたダイズ約120系統および問国で収集さ

れたツルマメ21系統の種子土器殖等を行った。

前項ツルマメ、ダイズ同様(一部を除く)マルチシートを用いポット育苗個体を移

補した。マルチシートの施用には、保温、保水、雑草抑制、アブラムシの忌避等の効

果が含まれ、殺虫剤との適宜施用でアブラムシによる傷害粒は観察されなかった。

(4)その他

1)アマランサス(種粒ヒユ)

高蛋白(15%)高リジン (6%)を含む種子を食用にする。メキシコ、ペ

ルー、ボリビア、アルゼンチン、インド等、わが国では栄養食品として東北地

方の一部で栽培されている。

小麦粉等に混ぜても味にほとんど変わりないのでパン、菓子類、麺類等に利

用できる。(種子更新)

2)ぺレニアルライグラス

世界各地より導入された品種系統の栽培維持、管理を進めた。

-9-



作物第二部

2 資料

作物名

ビート

ダイズ

ツルマメ

アマフンサス

牧草

農薬名

品種名 i反量

モノホワイト メロデ他数ィー
モノホマレその他種 ま甘7，716kg

百般数十品種種 在来種、併せて
約25kg

本せ州産数 道内産 韓国産併
て十種 約6kg

3系統 約500g

ペレニアルフイグフス

除草剤 使用量 備考

MCPP液剤 牧臨場草回り、 通路他、
6Q 

フウンドアップ液剤 5Q 圏場回り、通路他

ベタナール乳剤 1.5Q ビート

殺虫剤

オルトフン粒弗j 6kg ビート マメ類的

ダイシストン粒剤 3kg マメ類

ダイアジノン粒剤 3kg マメ類

オルトフン水和剤 O.5kg ビート

ペイオフ乳剤 1.5Q ビート マメ類他

マリックス乳剤 500mQ マメ類他

EPN手し:剤j 500mQ マメ類他

殺ダニ剤

ニッソフンV乳剤 300mQ マメ類

殺菌剤

サプロール乳剤 500mQ ビート

-10-

備考

実荷験供約用 約300k出g荷内調量査済み
出 200kg 総 7，616kg

実験供用 次年度種子等

実験供用 次年度種子等

次年度種子等

系統維持

肥料名(高度化成) 使用量

ビート用 S271 360kg 

マメ類 6号 40kg 

草地用 3号 20kg 



3 作物第二部国場位置図

畜産第一部 農機具部 農業実習部
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4 96年作物第二部作業暦

ビート ダイズ・ツルマメ

4月 ビ一一ルハウス補修

5月 上 子播種計準量備等)(フベル・マップ・種 ビーールハウスネット張り(育苗用)

中 ロータリー耕、母根定植(採種
用)

下 ロータワー耕、施肥、畦切り、 耕起前除草剤散布
区画、播種

6月 上 チゼルプフウかけ、播種(ペーパーポ
ット)

中 中耕、除草(採種用) 施剤柱肥、 ロータリー耕、 薬剤散布張(殺支虫
、土壌処不理)マルチシート り、
立て、 ット張り(ツルマメ用)

下 ツ(ルマメ、ボダイズト)定植、補様用播種
ペーパーツ

7月 上 薬剤散布(除草、殺虫剤) 薬剤散布(殺虫剤)

中 中耕、間引き除草 抜き取り調査、調査後補植

下 薬剤散布(殺虫、殺菌剤U) 薬徐剤草散布(殺虫剤)、抜き取り調査，

8月 上 除草 薬除剤草散布(殺虫剤)、抜き取り調査，

中 薬剤散布(殺虫剤)

下 薬根剤整散理布 (殺虫剤)、採種、 母 ツルマメ蔓の誘引、薬剤散布(殺ダー
剤)

9月 上 除草 ツルマメ蔓の誘引、除草

中 ツルマメ蔓の誘引、薬剤散布(殺虫
邦U)

下 薬剤数布(殺虫剤) 除草

10月 上 抜燥き取り調査，サンプリング調整、乾

中 サンプリング調整、乾燥

下 抜き取り調査、収穫 サンプリング調整、乾燥、整理

11月 上 抜次年度採種調査用母根調整、貯蔵 採種、調整

l 
き取り

中 抜き取り調査 採種、調裳

下 抜き取り調査 採種、調整

|12月 採種、調整

っ'U1i
 



作物第二部

ダイズ その他

4月

5月 上 長日施設補修、改造

中 播種(ペーパーポット)

下 ロータリー耕、区画

6月 上 マルチシート張り 中耕、施il~ (牧草)

中 定権、潜水、遮光ネット張り

下 アマフンサス播種(ハウス)

7月 上 薬剤散布(殺虫剤) アマフンサス間引き、除草

中 補植 ツルマメ定植(ハウス)

下 薬剤散布(殺虫剤)除草 ツルマメ支設立て(ハウス)

18月 上 薬剤散布(殺虫剤)除草 除ス)草剤散布(牧草)、除草(ハウ

中 薬剤散布(殺虫剤)

下 薬剤散布(殺ダー弗U) ツルマメ蔓の誘引

9月 よ 除草

中 薬グ剤調散整布、乾(殺燥虫剤)サンプリン 除草剤散布(牧草)

下 サンプワング調整、乾燥

10月 上 サンプリング調整、乾燥

中 サンプリング調整、乾燥 整アマフンサス収穫、乾燥、採種、調

下 サンプリング調整、乾燥

11月 上 サンプリング調整、乾燥 ツルマメ収穫、乾燥

中 サンプリング調整、乾燥

下 採種、調整

12月ミ 採種、調整 ツルマメ採種、調整
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教育・研究支援業務報告

農業実習部
担当者.角田貴敬・橋本哲也

臨時職員:小泉八千代

(1)概要

農業実習部のルーツは札幌農学校の「農餐園J(1876年)である。創立当時、実習を担当したのは初代農場

責任者 W.Pブルックスで、農場の自的のなかに、 「 ー 、今一つは、学生に農業管理法及び農業諸般の

利害得失を実際探究弁知させ、且つ農場の一部を区画して農理的試験、農業試作もしくは開墾実習をなさし

むるJとあり、北海道開拓のための有用な人材の育成に力を入れていたことがわかる。札幌農学校が東北帝

国大学農科大学になったとき(1907年)、第一農場は耕作、試作、国芸、畜度、養蚕、製造、経理の7昔話に整

備され、以後水田部も設置されて各部で実習を分担した。北海道帝国大学になってまもなく(1919年)、学生

の実習教育に責任をもっ部として「実習部Jが新設されたが、同時に経理部が廃止され、創立以来続いてき

た経営面の実習教育がなくなった。その後 1936年の農学部拡充に伴い、農場も組織改革されて現在の部主

任制となり、実習昔日は f農業実習在日」に改称され、作物関係の実習教育を担当することとなった。

現在、農業実習部は、農学部学生の実習教育について計画立案し、各種作物の基礎的生産体系を体験・実

習させ、さらに機械、畜産、養蚕、農産製造の実習を加えて、徳別化した農学を総合的に把握させるととも

に、農業が直面する諸問題について認識を深めさせることを目的としている。

〈農業実習部主任 出回宏一)

①生産冨場図(農場実習 I臨場合む)
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農業実習部

(2)平成8年度学生実習

a. 農場実習 I
対象学生 .生物資源科学科く必修l単位> 農業経済学科く必修l単位>、他学科く選択1単位〉の3年生

5月138

5月208

5月278

6月3日

6月10

6月17日

6月24日

7月1日

8日

7月15日

【要旨】

の 5"'-'7 時限 (13 ・ 00~15:25)

実習内容

話、馬鈴薯・コーン・ナス

1)ンゴ・ブドウ・ナシ収穫

備 考

-園芸第一部ガラス温室にて

にて豚の採精、畜産第二部で

は、牛体制定、ブラッシング等を行った

。みどりの臼

:子供のB振り替え休日

I画場・園芸第一部ハウスにて

農業実習部水田にて、手植え、機械植え

実習 I濁場にて陛切り、施肥後

マルチがけ、穴開け後

養蚕部にて桑の菜とり、農産製造部でポ

テトチップスの製造を行った

実習 I悶場にてホー除草後、培土

闘芸第一部図場にて

業管理部車庫にて・実習 1濁場にて

となった

に分け、水田と;加を移動

00農場出発し、余市果樹趨へ

農場実習 1(以下、実習 1)は、農学部 3年目学生を対象として実習部はもちろん、園芸第一部、畜度第一

昔日・第二部、育種部、農産製造部、養蚕部、作業管理部の教宮と技官の協力を得て実務的な農業実習を行っ

ている。ここでは、実習部が直後かかわっている実習について述べることにする。実習部では、実習 I専用

問場を設け、馬鈴薯、スィートコーン、小豆、ナスを作付けしている。(前ページ①生産圏場図参照)尚、

ナスに限つては、濁芸第一部に育苗管理を全面的にお綴いし、苗の定植までは協力して頂いているという現

状である。

今年の日程は、農学部学生の夏休み時期が例年に比べ10日程遅くなり、それにともない、稲刈りと畑作物

収穫がjjlJ日程では行えなくなり、同一日に作業せざるを得なかった。そこで、水田と畑の 2箇所に学生を振

り分け、適当な時間で交代、移動するというかたちをとったが、時間的にも作業約にも余裕がなかったこと

は密めない。

実際、畑での学生の作業の中心は、上の表からも分かるとおり綴種(緩え付け)作業と収穫作業である。そ

のi笥の闘場管理は、他部の笑習日程との都合もあり中耕・培土と除草作業の 2回しかとることができない。

しかし、限られた期間で広分聖子を総経した実習を毘指すなら仕方のないことかもしれないa いずれにしても、

これからも学生実習のあるべき方向性に向かつて教官とともに検討していきたい。(橋本)

-16 



農業実習部

b. 農場実習E

対象学生 ・生物資源科学科3年生<選択2単位>

日華日

月

4月11

4月18

4月25

考

テキスト、カタログ記布

9人/班X3班~27人となる

ように班編成を行った

5月9

5月16

5月23

5月30日

6月6日

6月13El 

6月20日

6月27日

7月4

7月11

7月18

、耕転機がけ、区画作り、ベッド作り |雨天のため作業延期

種 子 |作付け計画書の作成 | 

発芽 J/

り、石灰散布、ベッド作り、マルチング

実習の打ち合わせ |硫安・過石・塩化カ 1)

11協同、施肥、播種、苗定植、添え木立て、獲水|中止

類 |鎌の研ぎ方、草刈り、除草|実習E銅場周りの草刈り

虫 i農薬の混合、散布の仕方 |蓄圧式噴霧器、ハンドスプレー
整枝、誘引、潜水等

岳けより講義中止

11 

備考

余市果樹園にて

余市にて

作業管理部技官が遼転教官

趨場管理は、除草作業中心

夕張の豊田氏

{要旨]

j農場実習立(以下、実習i!lは、基本的に農業笑習部で対応しているが、扱っているのが園芸作物中心とい

うこともあり、必要に応じて図芸第一部にも助言その{也、協力して頂いている。実習内容は作付け計額から

始まり、告書種から収穫、後片付けまですべての悶場管理を学生自ら体験するというものである。実習 Iでは、

左記の[要旨]でも述べたようにどうしても作物の生育観察や管理作業を一つのスパンとして行うことが出

来ない。そのような意味から実習Eは実習 Iで行う作物栽埼に関して補完の役割を担っていると言える。し

かも、この単位を選択しているすべての学生はカリキュラム上、実習 Iは必修になっている。

ただ一つ問題なのは、前期(4 月 ~9 月)に二か月近い長い夏休みがあることである。土日や夏休み期間中も

学生が自主的に関場管理することにはなっているが、授業のない日の大学にはなかなか足を運んでもらえな

いという現状がある。 (矯本)

ヮ，1ム



農業実習部

(3)平成8年度農作業暦
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農業実習昔日

備 考 (角田)

農業実習部では、水稲作業の省力化の一環とし

て、水稲半不耕起栽埼と倶!条施肥機の試験的栽培

を学生実習用水回の一部を利用して行っている。

実際の管理作業においては、平成5年度より水
稲青苗斑(農業実習部、作物第一部、農機具部、育

種部、作物栄養学講座)を結成し、主に主IH重及び育
苗作業の共同イじをはかっている。水稲移植後につ

いては、各部でそれぞれ管理しているという状況

である。

また、学生実習とは別に毎年、幼稚鴎児による

田捕え及び稲刈りの体験実習も行われている。

;13は、水稲育苗班との共同作業
9 月 10 月10 月8 

4月上旬(雪解け直後)、 10アール当たり窒素3kg

前後の追肥を施用し、幼穏形成期の菜、菱、穂、の

生育を促進させることができた。しかし、穏杷に

ついては、 6~7月の低温、日照不足の影響で散布

作業を中止せざるを得なかった。
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春季の天候不順のため、厨場の嬉種作業が進ま

ず、加えて6~7月の低温、臼照不足の影響もあり
全体的に例年より108以上の生育遅延となった。

そのため、他の作物の管理作業時期と重複し十分

な管理作業が行えなかったが、 7月中旬以降は好
天に恵まれ、平年並の収量となった。
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札幌市の中心部に位置する当農場では、スィー

トコーンの登熟期に雌穂先端のスズメ、カラス等

による食害が発生しており、全収量の1/3以上が
被害にあっている。対策として、品種の変更や目

玉風船等の防鳥用器を使用したが、あまり良い効

果が得られず、今後の課題となっている。
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北海道におけるてん菜栽培は、ペーパーポット

式の移績栽培が主流であるが、当農場では省力化

をめざし、ペレット種子による直播播種法を取り

入れている。ちなみに瀦度は、 95年度が14.5%だ
ったのに対して96年度は16.5%と高い数値を示し
た。
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農業実習部

(4)農業実習部資料

401 31 3 301 251 5 6 6 

121 0.9 
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16-16-12 7-11-9 13-18-10 

アクチノール手L弗IJ1ラッソー乳剤
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ット3M粒弗j

主支 トレボン乳剤

虫 パイジット乳剤
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殺 ヒノノTイジツート京L~J
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教育・研究支援業務報告

農機異部

今野 繁雄・表j撃 幸夫

1 .概要

農機具部は，機械工作・鍛冶施設を備えた実験実習室とポプラ並木側の闘場を管理し，農

業機械全般についての実際的な試験研究および学生の実験実習を行うことを目的としている

が，その設備を利用して主に農学部農業工学科の教官・院生の研究用と卒業論文用の実験装

置の製作，農場各部の施設・装置等の修理改造等も行っている。

学部学生の実験実習では，農業機械学実習 (2単位)において実際に作物を栽培しながら，

耕転から収穫・調製までの一連の農業機械による作業を実習するとともに，農業機械の設計

製作に不可欠な基本的な機械加工工作法を実習し，農業作業機械学実験(1単位)において

は実際の耕転用機械・播種機・施肥機等を使用して，その性能・精度実験を行い，農業機械

の関場における特性を体得させており，年間延べ 1600人・時余りの利用となっている。また，

大学院生の論文研究や学部学生の卒業論文研究の実験の場として，関場や実験実習設備を利

用していることは勿論であり，これに関わる利用時間は年間延べ4000人・時である。

画場は，水悶 10a，畑80aを管理して5項のような生産を上げるばかりか，トラクタや耕転

整地機械をはじめとして，稲作では水稲の移植・収穫・乾燥機械，畑作では馬鈴薯・甜菜・

とうもろこし等の播種・管理・収穫機械，さらには牧草の収穫調製機械について機構や性能

に関する実験研究，試作機の実用化研究ならびに作業能率向上のための調査研究を進めてい

る。さらには栽培途中や収穫跡地を鼎、た室内基礎実験の現場への応用実験とかにも多く利

用され，理論と実際の結びつける点で闘場の存在意義は大きい。

実験実習室には， 3項に示す旋盤・フライス盤を始めとする工作機械や鍛冶設備等を手干し，

充実した学生実験実習の実現，農機具類の修理改造や試作機の製作等での加工精度向上と即

時実施を呂標として努力を重ねている。農業機械の研究が高度化して，本実験実習室におい

て製作する実験研究装置は，大型精密化および電子化されたため，実験室職員の技術修得と

技術向上に努めながら対応している。 4項に示す平成元年以降の製作品と対応する研究題名

からこれらの状況が裏付けられる。

2.教育への農機具部利用状況(平成7年度)

和i 用 状 況

授業科目 利用内容
学科名 学年

利用 利用 延利用

学生数 実日数 人.a寺

農業機械学実習
農業機械を利用した

農業工学科 3 20 14 840 
作物栽培実習

JJ 
実験実習室における

JJ 3 20 8 480 
機械加工・工作実習

農業作業機械学実験
臨場における農業作

JJ 3 20 4 240 
業機の性能試験

機械材料及び工作法
機械加工・工作機械の

JJ 3 20 40 
説明

農業機械の樹存の
80 機 構 学 11 3 20 2 

説明

メ口合、 計 29 1680 
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農機具部

3. 所有する工作機械等の一覧

工作機械名 製造元 型式名 性能 出力

高速旋盤 大限鍛工所 L S450x800 振り 450醐 7.5kw 

万能フライス盤 目立精機k. k MS-P テープノ凶00阻 3. 7kw 

直立ボール盤 紀和鉄工所k. k KUD-550FS 穿孔能力 40阻 1. 5kw 

卓上タッパ兼用ボール俊 特殊工機製作所 7BTT 穿孔能力 13叩 0.4kw 

卓上全自動ボール盤 芦品鉄工k. k AAFD-360 穿孔能力 13阻 0.4kw 

卓上万能工具研削盤 飯田鉄工k. k GL-300U センター300阻 0.2kw 

空気ハンマ 大谷機械製作所 OT-2 1/20t 3. 7kw 

モートノレブ、ロック 日立製作所 2BHPS 2t 0.8kw 

モートルブロック 日立製作所 1/2BHPS 500kg 0.4kw 

自動溶接機 日立製作所 GR~FTG 2次電流350A 200KVA 

アルゴンアーク溶接機 B立製作所 NE-31 2次電流300A

交流アーク溶接機 R立製作所 AT-HE 2次電流200A 18KVA 

ホ.サー7'f;スッポト溶接機 大阪変圧器k. k UP-8 短絡電流4000A 8KVA 

プラズマカッター 大阪電気k. k AB-S C30X 2次電流 30A 5.9KVA 

帯鋸盤 キヨタ工機 KY-300 ふところ300皿 750w 

パイプマシン レッキス工業k. k REXN50A ねじ15A-50A 600w 

電動グラインダー 自家製 砥石径 305皿 1. 5kw 

電気グラインダー 目立製作所 ABT4 磁石径 255皿 750w 

電気グラインダー 目立製作所 GBT4 磁石径 205珊 450w 

NC旋披 e立1C 0 CNC-5 440w 

アングルカッター 磁石径 40印国 2.2kw 

油圧プレス 大阪ジャキ CO.LTD 10-KPB lOt 

パワーユニット 理研精機 CO.LTD MP-4 700kg/cm 400w 

発電機 ホンダ技研工業KK E800 800w 

発電機 ホンダ技研工業KK E I 300 300w 

発電機 YAMAHA ET600A 600w 

円テーブル 津田駒工業服 400CTG 400胴

万能割り出し台 津田駒工期日{ 200-IH 200四

オートレベノ九 Nikon AE-5C 

電気ナットランナー 日立工機 SN10 10師 330w 

コンプレッサー 日立工機 RK  501 lOkg/cm 750w 

ベルトサンダー 日立工機 SB11 110田nX620田n 850w 

オビタノレサンダ} 目立工機

ハンドグラインダー 目立工機 CPU2 3皿 6醐 145w 

電気デスクグラインダー 日立工機 180B D180 1240w 

電気デスクグラインダー 目立工機 100A D100 505w 

電気ドリル 日立工機 BU-PN3 13阻 620w 

電気ドリル 目立工機 LUh6 6.5四 130w 

振動ドリノレ 日立工機 VTP-10A 10mm/19叩 600w 

電気丸鋸 日立工機 PSBー 7B 185四 1l0Ow 

ベルトグラインダー 日立工機 BGH100 100胴 X915mm 750w 

コードレスドリル 日立工機 D10DA1 10阻 7.2V 

電気ノ、ンドシャー 日立工機 HUC-ON 1.6四 250w 

電気ニフeラー 目立工機 HUK-ON 1.2阻 200w 

充電器 DENGENCO.LTD HRC-351O 20A 1. lKVA 

充割苦 ユアサバッテリー M-1210F 10A 200VA 
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農機具部

4.主要な製作装置(最近8年間〕

<平成 l 年~3年> (題目のみ)

(1)単気筒ディーゼノレ機関計混ti・制御装置の製作(卒論，博論，教官研究)

研究題目:アノレコール吸入による農用小型ディーゼノレ機関の熱効率改善に関する研究

研究題目 農用小型機関の燃費最小運転に関する研究

(2)単気筒ディーゼノレ機関シリンダヘッド表面温度測定装置(卒論，博論，教官研究)

研究題目.アルコール吸入による農用小型デ、イーゼノレ機関の索L効率改善に関する研究

(3)耕うん軸スリップリング取付け加工(卒論，修論，教官研究)

研究題目・ローグリ耕うんにおける土塊の形成過程

(4)四輪駆動トレーラー・ステッピングモーター取付け (卒論，修論，教宮研究)

研究題目.農用連結車両の操安性向上に関する基礎研究

(5)観察用育苦箱(卒論，教官研究)

研究題目:土壌密度の作物根系発達への影響とその記述法

(6)遠赤外線乾燥実験装置

研究題目.遠赤外線による農産物の乾燥に隠する研究(博論)

(7)製氷実験装置

研究題目:寒冷外気矛IJ用による勤kシステムの開発 (ホクレン農総研との共同研究)
(8)トラクタ燃焼圧センサ取付加工(卒論，修論，博論，教官研究)

研究題目:アルコール・軽油二燃料噴射式機関の農用トラクタへの応用に関する研究

(9)トラクタ噴射ポンプ，パノレスモータ取付加工(卒論，修論，博論，教官研究)

研究題目:アルコール・軽油二燃料噴射武藤関の農用トラクタへの応用に関する研究

(10)メタンガス供給装震

研究題目 バイオガスデ、ィーゼ、/レ機関の最適運転法(卒論，修論，簿論，教官研究)

(11)実験装置部品・機具製作

研究題目:液状家畜糞尿の好気性発酵処理(卒論)

研究題目」メタン発酵における国定床の効果(卒論)

(12)トラクタ噴射ポンプ取付加工(卒論，修論， j等論，教官研究)

研究題目:アルョール・軽油二燃料噴射式機関の農用トラクタへの応用に関する研究

研究題目:多自的最適化理論を適用した農用トラクタ機関の最適制御

(13)トラクタ計誤u.制御機器の格納概(卒論，修論，教官研究)

研究題目 アルコール・軽油ニ燃料噴射式識関の農用トラクタへの応用に関する研究

研究題目.多目的最適化理論を適用した農用トラクタ機関の最適制御]

(14)トレーラ一樹官リンク加工(卒論，教官研究)

研究題白.農用トレーラ車輸の操舵リンクによる操舵機構

(15)コーンベネトロ実験用容器製作(卒論，修論研究)

研究題目:土壌硬度の予測モデルに関する研究

(16)移動台車(卒論，修論，教富研究)

研究題目ー農用車両の走行による土壌踏圧現象に関する研究

(17)気流選l:JIJ実験装置製作(卒論，修論，博論研究)

研究題目:気流によるわら・穀粒の選別に関する研究
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農機具部

(18)コーン恭l皮実験装置製作(卒論，修論，教官研究)

研究題目:とうもろこしの機械収穫に関する研究

(19)実験用プラウ製作(卒論，修論，教官研究)

研究題目・プラウ曲面に関する研究

(20)直列型燃料噴射ポンプカットモデル製作(講義用教材)

<平成4年~8年>

(21)視覚センサ駆動台座製作(卒論，修論，博論，教官研究)

研究題目:祝覚センサによる農用車両の位置計測法の開発

研究題目:農用移動ロボットシステムの瀕発

(22)与圧チャンパー・泡切機製作

研究題目:家資糞尿の液状堆肥化に関する研究(卒論)

(23)安気量測定用エアチャンパ(卒論，修論，教官研究)

研究題思:アルコール・軽油二燃料噴射式灘関の農用トラクタへの応用に関する研究

仕様等:エンジンの性能を考察する上，吸入空気量の測定は必須である.しかし， トラ

クタ機関のような比較的大きな排気量のエンジンに対して，測定装置は非常に高価である.

そこで，吸入空気量の測定原理に基づいて測定器を自作した.圧力測定時の脈動を防止す

るためのエアチャンパと高精度に丸形ノズル前後の圧力差を測定できるノズ〉レリングを試

作して組み立てた.

(24)バイオガス供給システム(卒論，修論，博論，教官研究)

研究題目:バイオガスディーゼ、ノレ機関の最適運転法

研究題目:コージェネレーションシステムの最適運用法

仕様等酪農施設で発生したふん尿から嫌気性発酵によって生成されたバイオガスを，

ディーゼ、ル機関の燃料として有効利用できるエネルギ変換システムの開発が狙いである.実

際のバイオガスを安定して取得することは困難であることから，バイオガスの主成分である

メタンガスと二酸化炭素を合成して疑似バイオガスが生成できる装置を試作した.マスフロ

ーコントラ幸子2台準備して，任意の流量・濃度のバイオガスを生成することができる.

(25)ガスボンベ容器運搬台車(卒論，修論，博論.教宮研究)

研究題目:バイオガスディーゼノレ機関の最適運転法

研究題呂:コージェネレーションシステムの最適運用法

仕様等ガスを合成するためには，メタンと二酸化炭素の2本のガスボンベを必要とし，

利便性，安全性，装置管理の観点から，装置がコンパクトに可搬できることが望まれた

そこで 2本のガスボンベが運搬できる台車を製作した.さらに，この台車には流量制御

のためのマスフローコントローラ，ガス混合器も装備され，操作性の高い台車とした

(26)通電加熱実験装置

研究題目:ジューノレカ日熱法による食品の加熱(卒論)

(27)振動測定用円盤製作 (卒論，修論，博論，教官研究)

仕様等 「トラクタ工学実験Jの 課題として減表要素のある 1自由度振動系のモデル

による自由振動の挙動から，機械振動の基礎的性質を検言すする実験を実施している.本課

題では，円盤をオイル中で運動させることによって減衰要素とする目的で，直径5，10， 15.， 

20cmの円盤及び質量を製作した.
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農機具部

(28)自律走行車両製作(卒論， (1戯命，博論，教官研究)

研究題目 ニューラノレネットワークによる農用車両の最適制御

研究題目:農用移動ロボットシステムの開発

仕様等:農業用車両を自律化できる方法論を考案するために，実験車両を試作した.小

型トラクタの寸法諸元に一致するように設計した.搭載機関は最高出力 2.9kWの火花点火

機関である.変速機・クラッチはパイン夕、、用の前進3速，後進l速のものを流用し，クラ

ッチ操作は直動モータを使用している.また，ブレーキには電磁ブレーキを，操舵にはパ

ノレスモータを装備した. したがって，試作車両はクラッチ，ブレーキ，操舵がコンピュー

タを介して操作することができる.

(29)土壌圧縮槽・土壌圧縮載荷装置製作 (修論研究)

研究題目 農用車両の走行による土壌の締固めに関する研究

仕様等-有限要素法による土壌の締留めモデルの作成とその解析を行うための基礎デー

タを得るため，載荷板による土の締固め実験を行った 土壌圧縮槽は，土壌の材料定数を

求めるための一軸圧縮試験の材料(円柱形の土壌)を製作するため，モールドに土壌を充

填しプランジャーによって圧縮するための装震である.土嬢圧縮載荷装壁は，土壌槽表面

に置いた載荷板に荷重を加えるための装置で，締閤めモデノレの評価実験に使用した.

(30)実験装置架台製作

研究題毘:液状家畜糞尿の好気性処理(卒論)

研究題目:乳牛液状糞尿の好気性処理(修論)

(31)アノレコール噴射装置パイプ配管(卒論，修論，博論，教官研究)

研究題目・アルコール・軽油ニ燃料噴射式機関の農用トラクタへの応用lこ関する研究

仕様等・アノレコーノレを燃料として運転できるトラクタを用いて作業走行させる上で，オ

フロード走行に起因して発生する振動に対する機器の信頼性・安定性に対策が必要で、あっ

た 特に、アルコール供給ラインは自作のため，アルコールによる腐蝕，樹脂製品の瞬間，

配管のゆるみや固定法に対して問題があった.そこで，タンクから噴射弁までの配管ライ

ンを全てステンレス製のものに交換し，燃料ポンプを耐腐蝕性の高いものに交換した.

(32)真空乾燥機用脱水塔

研究題目:糠添加による食品の変質防止(卒論)

(33) LCRメータ電極作成

研究題巴 通電力日熱法を用いた食品の加工に関する研究(修論)

(34)籾サンプラー製作

研究題目:寒冷気候を利用した籾の長期パラ貯蔵に関する研究(卒論)

(35)単気筒ディーゼソレ機関噴射ノズノレh日工(卒論，修論，博論，教育研究)

研究題目:バイオガスディーゼノレ機関の最適運転法

研究題目:コージェネレーションシステムの最適運用法

仕様等 ディーゼル機関の軽油噴射時期を計測するために，噴射ノズルを改造して，ノ

ズル針弁の挙動が検出できるようにした.針弁の動きはギャップセンサを使用して検出す

るミ噴射ノズ、/レには燃料の吸入口を新たに加工・製作した.また，センサ出力のゲインを

増加させるために，センサ近傍の空間を広くする自的で、チャンパを介して装着した.

(36)分配型燃料噴射ポンプのカットモデ、ル製作(講義用教材)

「。
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農機具部

(37)自律走行車両センサ装備(卒論，修論，博論，慈市研究)

研究題目.ニューラルネットワークによる農用車両の最適制御

研究題目:農用移動ロボットシステムの開発

仕様等.車両を自律的に走行させるために必要なセンサ類を装備した 計滋~項 g は実舵

角にポテンショメータ，車両方位に地磁気方位センサ，地磁気方位センサの補正に使用す

る車両のロール・ピッチの{項*4角は，イ質量4計によって測定する. さらに，車両の位置認識
のためにボンネット上に視覚センサマーカーを，また，視覚センサからの位置データを無

線で、取得するためにワイヤレスモデムも装備されている.

(38)モデ、/レトラクター用実験台製作 (卒論，博論研究)

研究題目:{I醐農地におけるトラクタ一作業機系の横方向安定性に関する研究

仕様等:モデルトラクター用実験台は， {I齢↓農地におけるトラクタ一作業機系の横方向

安定性のモデ、ノレ実験を行うための傾斜台で，斜面のサイズは3.5mX3. omで，コンピュータ
制御によりステッピングモータを動力として O~30 度の範密で角度の調整が可能である.

(39)発酵床実験装置

研究題目 ハウス豚舎における発苦手床の発酵・水分移動特性(教室研究)

(40)野菜苗補植ロボット実験装置製作(卒論，修論，教宮研究)

研究題目:画像処理による野菜苗選31J技術の開発

研究題目:セノレ成形苗用健苗櫛替えロボットの開発

仕様等.本実験装置は，セノレ成形苗の自動補擁を自約として，不良苗を検出するための

CCDカラーカメラと，画像処理と植替えロボットの制御を行うコンビュータ，およびセノレ苗

トレー移動コンペヤや補植ハンドを装備した植替えロボットで構成される。補擁ハンド駆

動にはを圧が使用される。

(41)カラーラインセンサ型作物列センサ製作(卒論，修論，教富研究)

研究題目 カラーイメージセンサを用いた作物列センサの開発

仕様等:畑作物用自動管理作業機に用いる作物列検出用センサで，カラーラインセンサ

素子を装備したカメラと， RGB輝度積算用ミラーとそれを駆動するパルスモータ，およびミ

ラ一回転角を検出するロータリエンコーダで構成され，コンビュータによって駆動制御，

データ取り込みおよび演算が行われる。

(42)直播てんさい用自動間引き実験装置製作(卒論，修論，教宮研究)

研究題目:I宣播てんさい用自動間引き機の開発

仕様等・コンピュータに接続した CCDカラーカメラによりてんさいの画像を得，酒像処理

によりてんさいを識別し，間引き判定演算を行って自動的に間引きを行う装置。間引き機

構は 2枚の回転円板刃と空圧シリングで開閉する円板刃取付けアームで構成される。

(43)トラクタ用油圧クラッチカットモデル製作(講義用教材)
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農機具部

圏場での生産実績

年度 馬鈴薯 てんさい 水稲(玄米) スイートコーン

平成4年 6020 kg 6000 kg 380 kg 2250本

平成5年 4401 kg 6000 kg 150 kg 1700本

平成6年 5180 kg 5179 kg 360 kg 2400本

平成7年 4650 kg 4190 kg 330 kg 1000本

平成8年 5330 kg 4515 kg 340 kg 1500本

5 

6.関場図
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教育・研究支援業務報告

育種部

( 1 )概要

教宮4名(兼任)で構成され、水田と畑を耕作し、さらに温室・ビニールハウスも利用

して、イネ、テンサイなどの遺伝系統の保存を行うと共に、農学部植物育種学講座の実験

および実習を支援している。イネの系統保存は標識遺伝子系統を中心に、突然変異系統、

北海道の旧品種などを含め、約 3000系統に及び、世界でも屈指のイネ標識遺伝子系統の

保存センターである。イネの草型、媛性、穏型、粒裂、葉緑素異常、着色形質などの形態・

生理的形質に関する多種多様な変異系統が栽培、保存されており、これらを用いてイネの

遺伝・育種学的研究が行われている。また、テンサイについては、 F 1品種の育種に不可

欠である細胞質雄性不稔性等についての遺伝・育穣学的研究が行われている。

本年度は、育種昔日に技官が補填されていないため、水田や圏場の耕起、代かき、水田の

水管理や周辺の除草等、農薬散布や紡鳥網張り等については農業実習部、作物第一部、作

物第二部、作業管理部や水稲育苗斑の技宮の方々のお世話になった。ここに記して、感謝

申し上げる。

7Jく 回

圃場図

庁舎南側酒場

;t 
育種部

テンサイ長日闘場 8.0a

キンギョソウ 2.0a 

エン麦 2.0a 

ポ

育

種

音s4a 

作物栄養学講座

lOa 

育種部

10a 

世代短縮温室

農学部北国場

木 II 育種部 水稲育苗班

lOa 霞播試験 遺伝子

10a 育種部 実験施設

テンサイ 5.3a 

遊水池 ラベンダー 0.2a

牧草 0.3a 

フ

フ

並
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育種部

( 2 )試験研究

。イネの遺伝・育種学的研究

イネの遺伝・育種学的研究を行うためには、個体レベルで発現する遺伝形質の調査が不

可欠となる。遺伝変異の供給源としては、既存の遺伝変異を有する品種や野性種の他、突

然変異体があげられる。突然変異体の多くは奇形を示すため、直接の育種素材として利用

されることは少ないが、連鎖地図を拡充するための標識遺伝子として利用される。また、

突然変異体の形質発現を解析することにより、奇形形質を鏡として、対立遺伝子による正

常型を認識・解析することができる。さらに、変異体間の交雑から複数の変異遺伝子を集

積した個体を作出し、その形質発現を解析することにより、遺伝子跨の棺互作用を明らか

にすることができる。

本年度は、各種の形態形質についての遺伝変異の拡大を目的に、栽培品種「しおかり」

や「キタアケjのガンマー線処理後代を水田に栽培し、突然変異体の選抜を試みた。また、

穂や小穂、草型等の形態形成における遺伝的制御機構を明らかにすることを自的に、数種

の突然変異体関の交雑F2集団や日系統を水田で育成して、表現型の分離から 2重変異体

安選抜し、突然変異遺伝子間の相互作用について検討した。

また、イネいもち病真性抵抗性および Wx遺伝子JAにおける温度非感受性変異体の遺伝

解析を目的として、ポプラ並木東側の農業実習昔日ビニールハウス内の水田を設け、屋外水

田では栽培が困難な外国品種、実験系統を養成し、調査および採穫を行った。

。テンサイの分子育種学的研究

ミトコンドリア遺伝子の形質発現

テンサイミトコンドリア遺伝子に作用する核遺伝子に関する知見を得るために以下の実

験を行った。まず前年度までに花粉稔性を分離している集団を育成した。この集団は2対

の稔性回復遺伝子をヘテロ援会裂に有する系統を花粉親として、細胞質優位不稔系統に戻

し交配を行って育成したBCl世代である。この BCl集団を幼植物体期に低温・長包処理

を施し、その後長日悶場で抽苔・開花させた。花粉稔性を個体別に調査したところ、可稔

個体数:半不稔偲体数 a不稔個体数が 1:2: 1に分離した。これと同時に各個体より細胞総

Rt'JAを抽出しノーザンブロット解析を行った。プロープとしてミトコンドリア複合体lVの

サブユニット遺伝子の一つである coxlを用いたところ、その転写パターンは明らかな 2

型住を示しほぼ同数が分離した。従って完全優性の l遺伝子座の作用により転写パターン

がコントロールされることが明らかになった。さらにこの遺伝子と稔性回復遺伝子は独立

であることが連鎖分析によって判った。

-29 



育種部

ミトコンドリアゲノムの再編成と分子進化の機構解明

テンサイ正常ミトコンドリアゲノムと不稔裂ミトコンドリアゲノムの系統発生的な関係!

を明らかにするために、様々なミトコンドリアゲノムタイプが含まれているテンサイ近縁;

野性種に着目してミトコンドリアゲノム構造の解析を行った。このような野性種の中には;

正常ミトコンドi)アゲノムから不稔型ミトコンドリアゲ、ノムへの進化の痕跡をとどめてい;

る中間裂ゲノムの存在が期待される。近縁野性種を圏場で育てて総DNAを抽出した。ま!
ず2種のミトコンドリアゲノムの反復配列に関して調査を行いタイプわけを試みたところ j
多くの野性種と正常型ミトコンドリアゲノムが類似のグ子ルーフ。に入ることが判った一方で;

不稔型ミトコンドリアゲノムが独立したグループに属した。不稔型ミトコンドリアゲノム;

と同じグループに分類された野性種の花粉稔性に関して調査を行ったがほとんど、の個体が!

花粉不稔を示した。また偽遺伝子に着目してクラスター解析を行ったところ同様の結果が;

得られた。従って正常ミトコンドリアケ、ノムと不稔型ミトコンドリアゲノムが進化の過程;

で分岐したのはかなり古い事象でzあることが示唆された。

。キンギョソウのトランスポゾンの構造と発現の解析

本年度は、 トランスポゾンT出n3を色素遺伝子(カルコンシンターゼ遺伝子)プロモータ

ーに挿入したキンギョソウの斑入り花系統を花粉続にし、様々な系統を母親株に用いて得

たF，後代を新混室南側の圏場に栽培した。

本実験は斑入りの原因となる Niveacec町田母古田3対立遺伝子を遺伝的背景の異なる様々

な系統に導入し、その九における斑入りの表現型から Tam3の転移挙動を調査するための

羽料育成である。 6月上旬に移纏し、 7J=l下旬に開花したキンギョソウを 8月上旬より交

配によって自殖させ 10月中旬まで採穫を続けた。栽培した民はすべて両親とは異なる色

調の花を咲かせたことから民交配系統であることが確認できた。
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育種部

( 3 )平成8年度農作業麗

月 日 7.1< f福 日 ァンサイ

2 5 播種(長日関場用)

4 25 播種 8 播種(母根育成用)

5 2 播種・ハウスビニール張りcl棟)

7 水田ブロック除去

81 *田施m~ .耕起 (農業主主習部補助)

9 播種

14 水田施肥・耕起 (作物第一部補助) 13 母根掘り出し

21 ハウスビニール張り(2棟) 22 耕起 {作物第一部補地}

27 代かき u宝物栄養学議席補助} 移植(長日園場)

除草剤散布 28 母根移様

31 ビニールハウス新設cl棟)

田植え

6 3 代かき (作物第一部檎助)

除草剤散布

7 田植え 12 徐草

12 田植え 20 除幕

28 除草 27 除草

7 l 除草 調査

2 草刈り(共同育苗班) 4 除草

4 除草・除草剤散布 11 除草

5 農薬散布 (農業実習部被盈i 18 除草

22 除草・農薬散布 (農業実習部補助) 25 徐草

31 除輩 26 農薬散布

8 l 農薬散布 (農業実習部補助) サンプリング

5 除草

8 防鳥網張りの準備

14 防鳥絹張り (農業実習昔日補助)

30 農薬散布 {農業主主習部補助} 29 除草

9 調査・収穫 サンプリング

10 調査・収穫 31 母根収穫・圏場後片づけ

11 11 防鳥網撤収
21 水田後片づ、け

22 ビニールハウス後片づけ
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育種部

(4 )育種部資料

作物名 71< 稲 テンサイ

{共試材料 標識遺伝子系統約1，000 細胞質雄性不稔系統

交雑F2集団約 50組合せ 維持花粉系統

交雑F3系統・後代系統 交雑F2集団

ガンマ一線照射後代 戻し交雑集団

その他 その他

栽培面積(a) 24 13.3 

施肥量(kg) 200 40 

肥料成分

N-P-K 16-16-10 12-17-11 

除草剤 ユニハーブフロアブル

アビロサン

殺虫剤 農業実習部資料参照 オルトラン

殺菌剤 1/ ペンタゲン

ぺ
Lqd
 



教育・研究支援業務報告

園芸第一部
担当者田村春人中野英樹

1. 概要
農学部の建物に隣接する果樹・競菜国を管理し、果樹・競菜に関する実習および研

究を担当するとともに、教材および実験材料の培養ならびに実験の場の提供を通じ

て、学科の教育・研究への協力をも行っている。

2. 圃場図
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図表第一部
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園芸第一部

9月 !10月 !11~12月 要 ヒ田=:. 

10 20 24 111 30 111/8 リンゴロカラスの害 (8月 6~7B) により、 「き

ードオサマフ l!十長一 i iふ たかみjカ普無となり、 iN J GJ 45k g、
ユ II I グレ ユ

「ふじJ60k gと減収となった。1 ンロリネミピ I~" Iゴ|じ
?収ランスツユ j郎ジ 収 ナシは気候が合わなかったためか小さく、
ク穫収収収シ |i止Eヨ i! 手蔓 収量は平年の半分でした。また、マグネスの
4 2 穫穫穫ユテ稜ナ Jレ ように室混での追熟ができないものがあった。ュ|ド|
~ I 1 収| シンクイ虫や黒星病の被害は見られなかった。

金 収 i 穫|
穫

3 6 iz 1 i11// 5~11 
雪解けが遅く、春先の低温のため収穫開始が

除 除 |ラ 主ニエE二 平年に比べ2週間遅れの5月27日となり、収穫
草高革主 |ィ言 l 業 期荷も24日間と短く、収量は前年の7割で、

手重 種 i麦穫 | 整 あった。
保 保 |播保 l 理 昨年被害が大きかった「ジュウシホシクピ
存 存 !種存 | 

ナガハムシ」の害は低温のためすくなかった。
圏 国 i園 i
) ) 

1 ~ i 

3 18 17 11 1 セルリーは多量の潅水を必要とする作物で

芽追 !!穫収収|
あるが、栽培闘場の排水が悪く潅水がしにく

欠肥 稜| いため、パーク資材を利用した有材心破を笑

き il待 l 施し、排水性を改良した。
|調|

しかし、その効果は収穫時の生長量にみられ!査|
I~ なかった。

2 3 9 17 30 115161 農学部食堂より出る廃棄物を利用したコン

関薬事|ミ生漬畝薬 i11穫I1又収 i1 
ポストがあり、効果をみるため試験区(慣行

区、無施肥区、コンポスト100kg区、 200kg引剤間育行間剤 l 稜 i 
区、 300kg区、 600kg区、 l区0.375a)を設けき散除中区除散 l時 l 

布草調追草布 i諦 | て栽培した。

査肥 |査 | コンポストの使用量等に問題があり、はっき

りとした効果はみられなかった。

11Lち
昨年と向様、ナスの播種、鉢上げ、定植、

iナ およびセルリーの定植を担当した。
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園芸第一部

園芸第一部資料

作物名 アスパラガス セルリー だいこん

稜
9 4 そ※ コ 請す
年 年 の品 病
生 生 {也種 不 6 総そ 保 Jレl

の 12.5 10 5.6存 15 9 太

他 ( a ) 
H り

面積a 43.1 3.0 23 

播種量 5血l l.1dl 

10 a播種量 10ml 4dl 

石灰施用量kg O 59.6 46 

10 a石灰施用量kg 200 200 

施肥景kg 240 (17-16ー14) 59β(10-20-10) 

10 a施肥量kg N14.5、P13.6、Kll.9 N40、P40、K40

除
5/87ウンドアップ H

草 6/21ハービエス 3 e 
剤

6/27ハーピエス 4.5e 
使
殺 6/4DDVP 
虫

7cc 8/8オンコル殺 1. 6kg 

用 剤 7/29 DDV P 100cc 8/20デイプテレツクミ粉
1 K g 

殺 7/29オサダン 100g 8/26ディプテレックス粉

ダ 1. 9k g 
農 8/28エルサン 300cc 9/3ノ、クサップ 25 g 

剤 8/28テデ才ン 375 g 9/30トアローCT 30 g 

薬 6/4ジマンダイセン 12g 9/3キノンド 20 g 

~ 7/29ダコニール 200cc 9/3アグレプト 25 g 
菌

7/29アグレプト 9/30オーソサイド 50 g 
斉日

200 g 

日，/28サンドファンC300 9/30アグレプト 30 g 

8/28アグレプト 300g E 

収量kg 336 (正) 455 (露地) 780 (本)

176.5 (外) 363 (ガラス室)

アスパラガス※品種保存15a は無施肥。
セルリー施肥量59.6k gは元肥でN，Kを尿素13k g、硫酸加里12kg追肥。

← :36-



国主~?再一ー間3

リンゴ ナシ 果樹薬剤散布暦

き
ニエ
ふ そ ードサオマそ ①5/1 リンゴ 400 e 

た じ の ユ J J J グの スミチオン叩00傍
l ンリロネ

7う、ジゴ 他 ョ2 ンラス他 アントラコール50C倍
ユ l J 4 ベンレ ト2000倍
みナル ク8 ナシ

エルサン480000ft 音ド
。

9 9 7 7 (本) 3 4 4 635  (本)
②5/17 リンゴ「 500 e 

18 16.4 トクチオン800倍

アントラコール50C倍
テデオン800倍

ナシ
スミチ40オ0ンt1000倍

O 。 トッフ.ジン出1000倍
テデオン800傍

③6/11 
リンゴダー・ズナパシン5I0C0 Dot f音X2 

45 (15-l3-18) 48 (15-l3-18) 
オーソサイド600倍

N6.8、P5.9、K8.1 N7.2、P6.2、K8.6 テデオン800倍
④7/2 リンゴ 500 e 

スカウトフロアプル2000傍

オーソサイド60C倍
スミチオン 400g スミチオン 400 g エイカロール1500倍
ダズパン 500g ダズパン 500 g ナシ 500 e 
アグロスリン 500g スカウトフロアプJレ スカウトフロアプル2000倍

トクチオン 625 c c 
250 c c アントラコール500倍

アグロスリン 500g エイカロール1500傍ミクロデナポン 9l5g 

スカウトフロアフソレ
エルサン 500 c c ⑤7/19 リンゴ 500 e 

250 c c パマチオン 500g ミクロデナポン1200t音
テデオン 1250g ダイアジノン 500 g キノンドー1600倍
オサダン 500 g テデ 1125 g ナシ 500 e 
エイカロル 335 c c オサダン 500 g パーマチオン1000倍
ケルセン 335 c C エイカロール 335 c c 

アリエッテイC800倍

ケJレセン 335 c c 
⑥8/6 リンゴ 500 e 

ミクロデナポン120C倍
オ ソサイド 1670"g オソサイド 835g キノンド 1600倍

アントラコ Jレ 1800 g アントラコ ル 1000 g オサダン1000倍

キノンド 930 g キノンドー 620 g ナシ 500 e 
ベンレート 200 g アリエッティC 625g ダイアジノン1000倍

トップジンM 400g 
キノンドー1600倍

コrサダン1000倍

105 190 ⑦8/20 リンゴ・ナシ500e X2 
アグロスリン1000傍

キノンド 1600倍

ケJレセン150C倍
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園芸第一部

余市果樹園

担当者堀康孝

生田稔

l. 概要

位置は札幌市の西、約60kmの余市町内に所在し、 JR余市釈から2kmの距離の余市]11流

域の平地にある。気象は平年で、年平均気温はおよそ8"C、最高気温は30"C、最低気混は

-15"C、降水量は1200mm前後、積雪はl.2mくらいである。

本国は大正元年(1912)、東北帝国大学時代に、果樹栽培の適地において、果樹に関する

研究と果樹園経営の教育を行うことを呂的として、余市町山田村に設置され、余市果樹園

と称し、農場長の管理下に置かれることになった。

当初の用地面積は明治45年に余市町から寄付された26a、東北常国大学所有の公債証書

との交換により町から取得した40aのほか民有地190乱を購入し、計2.6haで=あった。その

後、国有地の所管換えと民有地の購入によって約4haとなり、更に昭和46年に隣接の民有

地2haを鶏入して現在の面積は6haとなった。

人員は当初、看守者l名のみであったが、その後専任職員が2名になり、更に教官2名と

事務官l名も配置され計5名となった。しかし、定員削減が実施された結果、現在は教宮1
名、技官2名の計3名になっている。

植裁果樹の内容は、リンゴ419a(台木も含む)約700本、ナシ35a約150本を管理して
いる。

リンゴの品種はふじ、スターキング、あかね、きたかみ、陽光、北斗、王林、さんさ、

ニュージョナゴールド、秋香、北の幸、千秋、紅月、みちのく、むつ、レッドゴールド、

つがる、紅玉、その他で35品種程度栽培している。

ナシはほとんどが、身不知(千両)で、その他パートレット、プランディワイン、ヒメ

ンコを数本植栽している。

ブドウの品種は、デラウェア、キャンベルアーリ一、バッフアロー、スチューベンの4

品種がある。

ハスカップは苫小牧の勇払原野で=採取した100株を植殺している。

ブルーペリーは札幌の園芸第一部から提供して頂いたパークレイ、ジュン、コピル、

ブルーレ一、ブルークロップ、ランコーカス、 jレーベル、ウェイマウス、ペンパートンの

9品種60本を植栽している。

建物は、管理棟、作業棟、薬剤調製室、貯蔵室、物置、車庫、リンゴ保管庫の計565m2

があり、設備は、選果機、予冷施設、自動車(貨客用)がある。主な農業機械は、 トラク

ター2台48psと21ps、スピードスプレーヤ (1000Q)、高所作業機2台がある。

研究・教育面では、リンゴの省力化栽縫及び、わい化栽倍、果樹園雑草の生態、 DNA
分析によるリンゴ属植物の生科学的マーカーの確立に関する研究、果樹遺伝資源の凍結保

存、リンゴ腐らん病防除に関する研究(実態調査、組織・細胞学、 AM菌の利用等)が進
められ成果が発表されている。
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余市果総額

学生実習では、 7月の夏期実習にl泊2日または2泊3日の日程で、リンゴ摘果・ブドウの

ジベレリン処理及び、誘引作業・農薬散布実習の他、余市町闘芸試験場、近郊園芸農家の

見学等を実施している。 10月の実習は、リンゴ、ナシ、ブドウの収穫、リンゴの異品種

の食べ比べ、ナシ(身不知)の試食を行っている。試食の果実について、道外出身の学生

は f初めて食べた、おいしい」と言う人も多く、喜ばれている。

2. 資料

平成8年 (1996年)月別作業時間

待
問

圏その他*

盟選果

回収穫

圏楠葉

盟摘果

盟除草

回中耕

函薬剤散布

盟除雪

盟賞定

串その他の内訳

機械修理・整備、樹木調査、学生実習、収量競査、勢定枝焼却、伐採、伐根、フラン削

り、アトラス線張り、ブドウ棚上げ、ブドウジベレリン処理、石灰・ょうりん・施肥、

誘引(リンゴ若木・ブドウ)、気象観測(気温・湿度・降水量)等
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余市果樹園

平成 8 年度楽j~J 散布

4月26日 3000は りんご 7 )~ 4日りんご95 0 0 ~X 梨 3000 fX 

石灰J硫黄合邦tl 1 0倍 アリエッティ C水和剤 800倍

トップジンM水平fL/j1J 1 0 0 0倍 サイアノックス水和知 1000倍

グラミン(展着剤) 5 0 0 0倍 グラミン 5000 倍

一 一一一一一一一一一一一一一一 梨・サイアノックス、グラミン

5月7日りんご3000fX梨 1000'I-X

スパットサイド水和河U 1000íl~ 

トクチオン水和浄U 800倍

グラミン 5000 倍

6月 12日 10000~X りんご

ダイカモン水平日舟U 500 倍

スミチオン水和剤 1 0 0 0 倍

テデオン殺ダニ邦 800倍

グラミン 5000倍 9 }~ 3日 りんご
百耳石了1=1i)-/v-;::-'::-l --;;-O--oO;--O~O-;-;:i!X梨 3 千切 オキサシン水和剤i

オーソサイド水和邦tl 800 倍 スミチオン水和却l

ダーズパン水和I'IlJ 1 0 0 0 倍 オマイト殺ダニ斉11

グラミン 5000 i古 グラミン

ブドウ 50 0 ~X オソサイド 800 俗

スミチオン 1000倍グラミン 5000倍 ※平成8年度農薬散布盈103、500 ~X 

5月 20日 35 0 0 ~X 

アントラコール水和予測

スプラサイド水和剤

グラミン

りんご

50 0 i昔

1 500 i音

5000 i古

一 一一一
ツ凶ルψ
 

H
ソ
L
凡

UO
却剤刑

5
和

剤

3
水

和
ド

水

日

イ

ン

8

サ

バ

ン

2
ソ

ズ

ミ

月

一

一

ラ

5
オ

ダ

グ

りんご

800i音

1 0 0 0 i音

5 0 0 0 i青

6月7日 300 0 fX 梨

スミテオン水平fI知U 1 0 0 0 倍

グラミン 5000 倍

7月23日 りんご 10000i!X梨 3000i!X

スプラサイド水和子~l 1500倍

キノンド-80%水和舟tl 1600倍

オサダン殺ダニ弗U 1 000倍

梨・スミチオン 1000倍オサダン 1000倍

グラミン 5000倍

8月5日 りんご 10000~X 梨 3500fX

ポリオキシンAL水和弗tl 1000倍
ダイアジノン水和剤 1000 倍

グラミン 5000倍

梨・ダイアジノン 1000 倍グラミン 5000倍

8月20日 りんご 10000~X梨 3000 i!X

キノンド-80%水京H'ilJ 1600倍

サイアノックス水平f1刻 1000 倍

グラミン 5000倍

梨・ニッソラン殺ダニJ'ilJ2 0 0 0 倍加用

ブドウ 50 0 ~X 

オ ソサイド水和剤 8 0 0倍

スミチオン 1000 倍グラミン5000倍

1 0000日

1000倍

1000倍

750 倍

5000倍

40ー



余市果樹園

LK¥ 
リンゴ

軍部調製宜

一二二二二二一一ー一一一口
ーーーーー"

りンゴ りンコ

i リンゴー : 

ナシ

大川町

020  40 60 80 OOm 

ナソ

ナン

A果樹園略図

<111北海道大学農学部附属農場

余市果樹園所在図
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担当者中島孝友(兼務)

本田隆俊

1. 概要

菌芸第二部は、花井造園の研究、実習の教材機関として位置付けられている。教官3

名、技官2名、大学院生4名、学部生9名で構成され、面積は105aあり、そのうち50aはポ

フ。ラ並木の東側に面し、多くの植栽があり、学生実習の槌栽スケッチ、樹木調査、測量、

維持管理実習等を行っている。平成8年10月以後、花木園となり、造題工事が行われた。

一般市民に開放し、憩いと植物生態観察、教育研究、学生実習教育教材としての重要性と

の相乗効果が期待される。同時に新渡戸稲造の胸像も建立され、花木留にひときわ趣が加

わり園場全体を静観している。

園芸第二部として温室を無視することはできない。古い温室を!日温室、新しい温室を新

温室長(世代温室)と呼び、共に農学部裏(西側)にある。!日温室l部屋、新温室に2部屋

とミスト室にl部屋を使い、研究、実智用のI建物鉢物を維持管理し、通年撮種、挿木、接

木、株分け、分球、交配等の繁殖手段、植物鉢生態研究教材維持として温室を位霞付けて

いる。

密場55aの内、チューリップ、デルフイニューム、芝等、持続研究の教材維持として

12aの畑を通年使用している。

学生実習は毎週2回(火・水)あり、測量実習、造圏実習、第定(整校)実習、繁殖実

習、闘場空襲備実習等、闘場全体 (105a)をフルに利用している。

臨場全体の維持管理、更新等は、技官2名が分担している。教宮の研究教材、学生実習

実技に速やかに対応し、持続研究のサポートをして技官の技術、知識、労働力も高めるの

に役立つている。
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園芸第二部

2 雀克宝語tfflゴtニコぞ7芸FL有産今勿

〔花木類〕

カマクラヒバ テマリカンボ、ク レジノサマツ アカエゾマツ

カナダトウヒ ホウノキ シラカノT ケヤキ

シノブヒパ メギ プンゲンストウヒ シナノキ

モクレン パルサムモミ ボケ アメリカキササギ

セイヨウアジサイ ヤマモミジ ユリノキ カラマツ

ゲルニカトウヒ ハンノキ ハノサイフリボク コントルータマツ

カシワ オンシュウアカマツ ヒノキ トチノキ

モミ トウヒ ハルニレ ニセアカシア

イチイ ライラック コプシ コデマリ

ハナカイドウ ハナミズキ アーノルドサンザシ ツゲ

ハシドイ カルミア ノイノ〈ラ ハマナス

エリカ カルーナ ミヤギノハギ イボタ

サイカチ タラノキ スモモ シダレカツラ

トネリコ ニシキギ クヌギ ヒュウガミヅキ

ヤマボウシ ノリウツギ アカナラ ハクウンボク

ベニシダレ ヒッコリ アカシダレ ムラサキヤシオ

カツラ フジ パラ ラベンダー

ムクゲ フヨウ スタンダードローズ

学生実習では努定(整技)、測量、デッサン、刈り込み、挿し木、取り木、接木、花木

の構え替え等の基礎知識と実技等を行う。技官による実技指導と維持管理(台木養成、除

草、枝切り、薬かけ)をする。

〔宿根草類〕

スイトピー シュウメイギク マーガレット シユッコンスターチス

ナデシコ デルフイニューム シャクヤク アスチルベ

ヘメロカリス フロックス カンゾウ ギボウシ

エーデルワイス モスフロックス マツバボタン キク

ツリガネソウ ルピナス リアトリス ジキタリス

ミヤコワスレ ヒマラヤユキノシタ オダマキ シユッコンカスミソウ

ノコギリソウ リンドウ アカパナムショッケギク

学生実習では株分け、移植、種子採集等を行い、技官による実技指導と維持管理(除草、

薬品、け、移植、交配)等を行う。
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療関関1

〔球根類〕 園芸第二部

チューリップ オーニソガラム アマドコロ ダイヤモンドリリー
グラジオラス クロッカス カラー アネモネ
ウンベラタム パランサエ タイガーフラワー ヒメノカリス

ペニヒメチョウチン オキザリス ベルセミア シクラメン
フリージア クロユリ ユリ レインリリー

ヒヤシンス スイセン ダリヤ ガルトニア
ムスカリ イヌサフラン ジャーマンアイリス アンスリューム

スズラン ムラサキラン イキシヤ ラケナリヤ

ロドフィアラ スピロキツネ ホメリア スルソイデス

ハヤサキグラジオラス

学生実習では花芽分イヒ観察、分球繁殖、燐片繁殖、速成栽培、組織観察、デッサン(ト

レース)、交配等を行い、技官による技術指導及び維持管理(除草、クリーニング、植え

替え)等を行う。

〔一年草類〕

学生実習の播種テーマによって品種が定まり一年草の追跡調査、観察、デッサン等を行い

技官は土壌作り、耕転、播種迄の一連の技術指導と維持管理(濃水ー除草 薬かけ・採集)

等を行う。

〔温室鉢物〕

へリオトローデ アジアンタム インドゴムノキ キョウチクトウ

プリムラ クリビア ハイビスカス アリストメリア

オリズルラン アガーベ プーゲンピリア アイピー

クラスラ セントポーリア アザレア ペベロミア

マツバギク アオキ ベコニア ユーコミス

カランコエ アナナス カポック オモト

クジャクサボテン アラリア ゼラニューム 洋ラン

サボテン ホクシャ ペラルゴニューム ショウジョウフクシャ

スタンダードローズ

学生実習では交配、挿し木、株分け、値え替え等を実習し、技官による実技指導及び維

持管理(薬かけ、除草、鉢替え、更新)等を手掛ける。
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教育・研究支媛業務報告

養蚕部

担当者:斎藤寛・山田恭裕

1 概要

(1 )はじめに

養蚕部の技官2名非常勤職員1名は、農学部応用分子昆虫学講座(教官4名)、農林

統計処理学研究室(教官1名)の研究と密接に関わって研究支援業務を行っており、

主な業務内容は家蚕の系統維持、家蚕の大量飼育、学生の農場実習、天蚕の大量飼

育、桑園の管理等を担当している。

(2)本年度の研究・教育および技締官の業務内容

①家蚕に関する研究

カイコは、線生産のために飼育されるほか、実験昆虫としても有用であり、他の

大学や研究所でも飼育されている。近年のカイコの利用としては、シルクが2種類

のタンパク質であることを利用したシルクのコンタクトレンズ、シルクゼリー、シ

ルク化粧品等の開発も行われ実用化されている。また、バイオテクノロジーの研究

の中からカイコを有用タンパク質の生産工場にするため、病原ウイルスを利用する

方法が考えられている。中でもインフルエンザワクチン、インターフエロン、イン

シュリン等の医薬品をカイコに作らせる研究が進んでいる。

カイコは系統的には、支那種、日本種、欧州種等に大別され、 1年間に繰り返す

世代数にl化性、 2化性、多化性に区別され91jで越冬する。また、幼虫期の眠性に

より3H氏、 4H.民、 5照等に分けられるが、普通の種類では4H民である o 幼虫は、 4回の

脱皮を繰り返した後吐糸してマユを作る。カイコは、卵期10日、幼虫期20~25

日、踊期1O~25日、成虫期5日と進みそのサイクルは、 45~50日程度で一生を終

える。幼虫期は、 1~3令まで稚蚕期、 4~5令の壮蚕期に区別され、一般農家では

稚蚕期は共同飼育、 1土蚕期は条桑育で飼育管理するのが普通である。こうして得

られたマユは、乾燥して保存され適宣繰糸されて生糸となり、さらに絹織物として

加工される。

当部では遺伝、生理、発生病理等の実験材料として5月下旬からl年に3世代にわ

たって飼育実験を行っている。

おもな研究内容としては

1)家蚕の遺伝・育種に関する研究

2)家蚕の発生に関する研究
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数爾開閉!

3)家蚕の突然変異に関する研究

4)家蚕の細菌病に関する研究

5)家蚕のウイルス病に関する研究

6)家蚕の人工飼料育に関する研究

7)家蚕の量遺伝子に関する統計処理学的研究

家主霊に関する技官の業務内容

飼育実験作業計画の立案、実行

養 蚕部

蚕室蚕具洗浄、消毒、飼育の準備、飼育、 上族、集繭、採種の準備、採種、

微粒子病母敏検査等

②天蚕に関する研究

天蚕は、年一化の生活サイクルをもち、卵で越冬する。本道では、 5月下旬~6

月上旬にかけて鮮化させる。幼虫は本道にも多く自生しているミズナラ、 コナラ類

やクヌギなどの薬を食べて成長し、 7月下旬~8月上旬頃葉を綴って樹上に緑色の

マユを作る。マユの中の踊は暑い夏を休日民(夏眠) して過ごし、秋風の立つ8月下

旬~9月上旬頃羽化の最盛期を迎える。羽化した雌蛾は交尾後すぐに産卵を始め

る。

生まれた卵は、冬の休眠には入り翌春まで鮮化しない。 このように天釜は、夏

と冬を休寂して過ごすわけで、日本の気候に適応したライフサイクルをもってい

る。

当部では昭和50年代終わりから、天蚕の飼育試験が開始され飼料樹の育成や栽

植法、仕立て法の調査や野外飼育システムの開発と共に天蚕の大量飼育が行われ、

その過程で突然変異として新繭色、 「エメラルドグリーンJ系統が発見されその遺

伝分析や継代維持を行っている。

おもな研究内容は

1)天蚕の大量飼育に関する研究

2)天蚕の採卵法に関する研究

3)天蚕の飼料樹に関する研究

4)天蚕の人工飼育に関する研究

天蚕に関する技官の業務内容

飼育実験作業計画の立案、実行

飼育の準備、室内飼育 (2令2日目)、放飼(野外飼育)、病害虫防除、
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養蚕部

集縮、除葉、短白処理、採卵の準備、採卵、乾繭、郊の水洗い、消毒、

卵の秤量等

③桑樹に関する研究

クワとナラ類はカイコの飼料作物であり、カラヤマグワ、ヤマグワ、ロソウ

の3系統が知られている。繁殖は実生、さし木、とり木、接ぎ木によって可能で

ある。仕立ては根刈り、中メリり、高刈り等があり、切り方によって拳式と無拳式

がある。

当部では210aの圏場で桑の用途別桑菌と天蚕の飼料作物のミズナラ、コナラ

等を栽培管理している。春蚕用桑として耐寒性品種、五郎治早生を栽培し、キ寺に

稚蚕周桑はビニールハウスで促成栽培している。夏秋蚕用桑としては、責IJ持を中

心に、その他11品種を栽培している。見本属には、主に23種類の耐寒性品種を

栽植している。また、試験桑園では生育調査、古条マルチングさし木、仕立法、

収穫法とナラ類の病害虫防除の農薬試験、さらに桑園管理作業の効率化、省力化

も図っている。

おもな研究内容は

1)耐寒性優良桑樹育成に関する研究

2)桑樹の更新に演する研究

桑樹に関する技宮の業務内容

桑国管理作業、試験調査計画の立案、実行

解束、努定(春切り、夏切り)、施服、耕うん、薬剤散布、株直し、

仕立法、栽葉法、伐採、結束等

⑧畑作物害虫防徐に関する研究

1)マメコガネの微生物的妨徐に関する研究

⑤学生実習

1)家蚕及び野蚕の飼育方法の概要

2)家蚕の飼育実習

3)天蚕の飼育実習

4)桑樹の仕立法の概要

5)桑葉の収穫実習

実習に関する技官の業務内容

夏切り、株直し、仕立法、摘桑等の技術指導等

ーム
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作業暦養蚕部96年3 

部E蚕養

桑園管理作業 家蚕

上 春切り株直し解束 飼育計画の作成

4月 中 ハウスビニール張り(促成栽培)

下 除草剤散布

上 努定除草春耕施肥 卵色性状調査

5月 中 卵消毒保護催青

下 殺菌殺虫剤噴霧 飼育準備蚕室蚕具洗浄、消毒

第1回目飼育(春蚕) 摘桑

上 中耕除草 擁桑飼育上議集繍

6月 中 緑肥播種夏切り 毛Sj)Jとり集蛾交配採種

下 蚕沙処理除草剤散布 浸重量乾繍貯桑室整理

上 中耕除草 蚕室蚕具洗浄、消毒俵青

7月 中 殺葱殺虫剤噴霧 第2@j目飼育(夏蚕) 矯桑

下 追肥 遺伝子研実験用家蚕飼育摘桑

上 除草剤散布中耕除草 摘桑飼育上族集積

8月 ライ麦(緑肥)青刈り 毛羽とり集蛾交配採種

中 蚕沙処理除草剤散布 浸酸乾繭

下 蚕室蚤呉洗浄、消毒

上 除草剤散布中耕除草 第3西日飼育(娩秋蚕) 摘桑

9月 中 抜根蚕沙整理 遺伝子研実験用家蚕飼育摘桑

下 ライ麦(緑担)播種 貯桑室整理乾繭

上 除草剤散布中耕除草 摘桑飼育上笈集繭

10月 中 先端づ伐採 根刈り伐採 毛羽とり集蛾交配採種

下 蚕沙処理 乾繭

上 除草剤散布根刈り伐採 卵の保護

11月 中 結束残条整理

下

12月 微粒子病母餓検査

1月 微粒子病母蛾検査

12月 蚕具の修理

13ri 春切り

内
ノ
十
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養蚕部

天蚕 青苗 桑国管理作業のポイント

ナラ類うどん粉病消毒 古条さし木穂、木採取 寺署葬前から収穫期

飼育計画の作成努定(春切り) (3月下旬~6月下旬)

飼育準備 春切り、夏切り後の

パイプハウス組立 枯れ株の整理

ハウス紡虫ネット編み さし床作り(マルチ) 株下げを行う。

卵の秤量鮮化調査 桑苗植え付け 収穏期 (6月 ~lO月)

催青飼育 桑うどん粉病消毒 病害虫防除

穏木発根促進処理 樹勢の低下に伴い桑

ハウス妨虫ネット張り 飼育 さし穂、の調整 さし込み ウドンコ病やスス病、

害虫捕殺(マイマイガ等) 放飼 アブラムシ、マイマイガ

による被害が発生しやす

害虫捕殺(マイマイガ等) 山付け 全芽育成(手術) くなるので適期防除を

殺虫剤塗布 桑うどん粉病消毒 行う。

除草剤

害虫f虐殺(マイマイガ等) 集繭 古条さし木ビニール除去 ①土壌処理剤

除葉繭調査乾薦選言富 施肥 処理層の安定が抑制効果

交配用ハウス作り を高めるので、これにつ

集蛾交配 とめる。

集蛾交配採卵卵調査 ②向一処理予測の使用は

ハウス防虫ネット整理 なるべく避ける。

③茎葉処理斉j及び土壌処

卵のもぎとり さし木苗調査 理~Jの混合は散布直前に

行う。

落事事繍

卵の保護 越冬答虫防除

(適期防除)

卵の水洗い、消毒、卵調査

qu 
-o 
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養蚕部

4 96年度資料

表1 外部への教材等提供および克学者

利用者 目的 品目

札幌東陵高校 蚕の飼育(教材用) 桑苗木

北海道開拓の村 飼育展示 蚕種、蚕(幼虫)

北方自然教育園 教材(小学校) 蚕卵、天釜卵、桑苗木

ひまわり文庫、森の子どもの村 教材 天蚕卵、繭サンプル

和光小学校 理科教材 桑

遺伝子研究施設 実験用 特別性状蚕 (5齢起蚕)

その他の見学者 34名

表2 使用農薬

除草剤 殺虫剤 殺菌剤
マイゼット プ、フ。ァレックス手し剤 トップジンM
MCPP エストックス乳剤 トリフミンン

桑園 ファイパ-x DDVP 
カソロン粒剤
シマジン

表3 使用肥料

複合肥料 果樹用尿素燐加安 538 
馬鈴薯 6号

単肥 硫酸アンモーウム

尿素

熔成りん肥

塩化加里

表4 桑 国 施目巴 自室 (kg) 、叩，
闘場番号 施肥面積 株数 春 月目 夏肥 その他

(a) (本) 燐加安 538 尿素 熔燐 塩加 塩力日 硫安 馬鈴薯6勺
l号 18 278 90 30 
2号 15 549 40 40 15 
3号 10 300 15 15 5 
4号 18 190 60 30 20 
5号 24 1.035 70 40 
6号 6 147 20 20 10 
7号 10 i8 30 20 15 
稚蚕用 2 60 10 5 
馬鈴薯 (間作) -aO 
ライ麦 (緑肥用) 100 

日
山
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教育・研究支援業務報告

農産製造部

英樹

1. 概要

生物資源の有効利用という観点から、農作物の加工と貯蔵に関する実習教育を行うとと

もに、生物有機化学的手法を用いて、農産物の有効利用を図る基礎的研究(農産物の機能

性物質の検索、農産廃棄物の有効利用等)を行っている。技術宮は10月から3月までの期

限付き担当になっている。(学生実習は除く。)

本年度は、学生実習では、パレイショの剥皮法を主体に、ポテトチッフ。の製造を行つ

た。製造関係では、従来より継続的に行われているブドウ液の生産を行い、職員に払い下

げしている。また、リンゴが生食用として一般家庭では、あまり消費されなくなってきて

おり、また、女子まれるリンコ。の品穫が変ってきている。そのため、当農場で生産されるリ

ンゴの一部品種に、払い下げづらい状況がでできていることから、その有効利用法の検討

として、ジュース、ジャム、ジエリー等の試作を行った。農産物の機能性物質の検索で

は、育種的に国定された日本裂紫米、赤米の色素等、機能的成分の分析を行った。

中野担当者

農産製造部保有主要食品製造機械類

名称 製造所 購入年 備考

二重釜 2台

ジュースエキストラクター 精研舎 1974 

合成調理器(スライサー) 日本調理器製造 1972 

遠心機 国産遠J心機 1979 

球根菊j皮機 B本調理器製造 1973 

11 日本調理器 1995 

フライヤー 2台Tanico 1993 

シーマー 北海製纏 1960 

自動真空包装機 東静電気 1990 

掻潰機 1973 

除梗機 GUBELII NICOLA 1990 仏製

ウルトラフィルター ミウラ化学装霞 1966 

レトルト 北海製縫 1985 

ボイラー 荏原製作所 1985 

電動ブラシ 1978 
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農産製造部

-生物資源科学科3年生

:農業経済学科3年生，他学科3年生

実習内雰

農場実習 I

対象 6月10日，17日 (13:00-15・25) 
6月12日，19B ( 1/ ) 

3. 

ポテトチップの製造(剥皮法を主体) ・一般に農産物の加工で、皮剥きは完全自

動化が難しく、人手を要し、排水、廃棄物の処理を含めて、コストに与える影響

の大きな工程である。パレイショの剥皮は、小規模の場合は擦り剥き皮寺町i機を用

いて物理的に表皮をこすり取る方法がとられる。ポテトフラワー工場などの大規

模処理の場合は、主に苛性皮言明さ法が用いられる。カセイソーダ等のアルカリ性

化学薬品と熱の相乗効果によって表皮を弛緩、軟化させ、高圧水をかけて表皮を

取り去る方法である。加熱しすぎるとヒートリング(パレイシヨ表層の部分的な

「煮えJ)が生成して製品に影響を与えるので、目的に応じた弱j皮法を選択する
必要がある。

実習条件:15%NaOH溶液
温度 70度、1O~15分間浸漬

フェノールフタレン

で確認

7l< 
ーや炉
洗

一→酔

内容

中苛性皮剥jき法に用いたパレイショはポテトチップ製造に使用しない。

ポテトチップ製造工程

バ+剥長+さ+水ー炉油+泊+調--+-~
レ皮''''フ洗揚切味
りィ ト
京j ス チ
ョき ッ

プ

4. 研究課題

従来より行われている研究テーマは下記のとおりである。

-農産物の機能性物質の検索

.農産廃棄物の有効利用

その具体的内容

紫米色素の基礎研究と有効利用開発

赤米の抗雑草性、抗酸化性物質の検索

リンゴ、ブドウ、ナシの加工利用開発

植物病菌の生産する生理活性物質の検索

ホップのフラボノイドについて

アスパラガスの有効利用の開発

円
/
一九
U
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農産製造部

v 

主要作業歴

て 6月 1 0月 1 1月 1 2月

フ 15 28--3 5 3 4 1718 
ド 搾 皮 皮皮 オピー韓併ピ出
ウ 汁 上 上す 1)ンン荷
液 げ げく ヨi洗 詰
製 い きい め
造 撹

持

農 l 27 5 9 11182024 
産 ポ ブ J) 1) J) 

物 ア ド ン M ン H ン H
カ日 ト ウ ゴ ゴ ゴ
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実 10121719 
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本年度使用した品種

・紅玉 4回

:スパーゴール 2回

担炉

リンゴジュース

~+さ+墜事炉手+事+塑事， R+ 警
ーノ ot 己 J了 Jυ 明ミ / ロロ
ゴ 詰

め

撹持
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農産製造部

1M 2月 3月

8 13 14 162327 
J) J) J) 1) J) 1) 

ンンンンンン
ゴゴゴゴゴゴ
ン、吋歩ン、、、ン、守ン、ゃン、ゃン、、、

ヱユヤエユヱ
リ lムリ iリ
!ス iス!

30 31 3-5 18 192124 
パ調滅 ヒ植 パ調滅ヒ植
レ製重苦 ノえ レ裂菌ノえ
イ キ継 イ キ継
ン 漏ぎ シ 読書ぎ
ヨ 2旨 ヨ 1旨
培 病 培 病
地 言喜 地 菌

6 25占

赤 h 

米 • 
. 
紫
米
分
析

作業工程つづき

リンゴジャム

ソ+水+剥骨除+計い+加+加一一歩充+製
/洗皮芯長室フ:糖熱レ汁て 品
ゴ イ ・モ添ん

ス 器ン加

リンゴジヱリー

験関鞠開閉開問時樫鳥

リゃ水ゃ加者』ろ
ン洗熱J@
コ令

… 

ろ+加+
11究熱

溌
，-ムー-
，司自
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:紅玉
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機鞠壊容

畜産第一部

千葉勇原田誠

原田進大鳩栄喜

畜産第一部は、豚・鶏・馬・競馬を飼育している。さらに、家畜飼料作物(玉濁黍、

馬鈴薯、小麦、燕麦、牧草、南ノ01)を栽培し、それらを家畜の飼料としており、 「土~飼

料~家畜~排濯物~土Jのサイクルの中で、一貫して土地と結び付いた家畜生産を行って
いる。主として、中小家畜田家禽の飼養管理と飽料生産の実習、ならびに、家畜遺伝・育

種・繁殖学的研究に利用されている。

本施設(家畜 題場)':i，教官(専任1名、兼任3名)、技官4名によって管理・運営
されている。畜産に関する学生実習に大きな役割を担っており、毎年多数の学生実習に利

用されている。この実習は、畜産学科、獣医学部、学内の学生を対象としている。たとえ

ば、獣医学部学生対象の実習では、衛生管理面に、学部学生、その他の学生には、一般管

理の基礎に重きを置いた内容の実習を行い、対象とする学生に応じたメニューを考え、実

習内容を工夫している。特に畜産科学科学生を対象に行う家畜生産実習では、春期から冬

期(通年)にかけて毎週1泊、豚・鶏 馬の3つの班に分かれてローテーションを組み、各
家畜の基礎的な飼養管理を学生に身を持って習得してもらう。また、春期から秋期にかけ

て飼料作物園場では、除草、牧草収穫、馬鈴薯j収穫等の実習が行われ、後期には、約半年

間の養豚実習を行っており、実習時間内外に畜産科学科2年目が毎日、朝 夕の仔豚の育
成管浬と飼料配合などに取り組んでいる。

口学生実習内容

口豚

1 )繁殖管理 分娩予知、分娩介助

種付け適期の判定

人工授精(採精、精液性状検査、精液注入)

2 )衛生管理 疾病の予防、寄生虫の駆除

ワクチン接種

消毒

3 )一般管理 種豚、肉豚の体型評価

巳鶏

f子豚の育成、肥育(高野L、去勢、耳刻入れ)
日常管理 (豚舎、豚房の清婦管理、土佐肥場 放宣言場管理、飼料調整)

O人工授精(採精、精液注入)
O?iIf卵、解化(穏卵、解卵器の消毒、入卵、検卵、雌雄鑑別)
O育雛(育雛器の消毒、育雛管理、育雛の飼養、疾病の予防)
O日常管理(ケージの管理と清掃、飼料給館、換気と光のコントロール)

口 馬・ロパ

O給量耳、馬房の清掃
蹄の管理

一 一
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音産第一部

4) 箇場における飼料生産

0飼料作物(トウモロコ、ン、
中耕、収穫

エン麦、小麦、馬鈴薯)の播種、施肥、除草、

2.試験研究内容

工)

2) 

3) 

豚

Oブタの放飼錦養方式の予備試験
Oブタの体外受精に関する研究
。ブタ受精卵の体外培養および受精卵移植に関する研究

Oブタ精子の受精能獲得に関する生化学的解析
ODNA配列によるブタの家系判別に関する研究
Oブタ雄特異的遺伝子配列の検出
0ブタ着床期に特異的な遺伝子発現の解析
。ブタ胎盤と胎{子の遺伝子発現に関する研究

鶏

O鶏の遺伝育種学的研究
0鶏卵卵殻質の性質とその遺伝様式の解明
O肉用鶏の効率的飼育法
0鶏精子の保存技術の開発

馬、ロノf

OウマのマイクロサテライトDN AIこ関する研究

3. 技官の日常業務管理

1) 豚

担当技官 1名
主な業務内容 朝'タの給餌育成管理、豚の人工授精、教官の実験研究と学

生実習補助など
年間の仕事

。学生実習ー獣医学部解剖実習畜産製造(ハム、ソ セ ジ、ベーコン)

ー教官の実験 研究に合わせた仔豚の年間生産計画の立案(教官・技官)
および実行

。飼料購入計画の立案および実行

O飼料(トウモロコシ、馬鈴薯、小麦、エン麦、魚、粕、
の立案(種豚用、肥育豚用、{子豚用)

0豚舎周聞の環境整備

その他)の配合割合計爾

0飼料作物生産 4月エン麦、 5月馬鈴薯、 トウモロコシ、 9月小麦等の播種
7月一番牧草、 8月小麦、 9月馬鈴響、二番牧草、 10月トウモロコシ等の
収穫
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畜産第一部

表 1
種豚(実験用合む) ♂ 4 頭 i ♀ 6頭

豚入荷

畜産第一部生産数 ♂ 16頭 ♀ 18頭
滝川畜産試験場 ♂ 4 li1i ♀ 4頭 合計 42 頭

豚出荷

畜産製造部 ♂ 23頭 平 22頭
畜E差解g:iJ実習 ♂ 2 liJi: 
獣医学部解剖実習 ♂ 1 li頁 合計 48 頭

平成8年1月から 12月まで

平成8年豚出入

鶏

担当技官2名
主な業務内容-靭・タの給食耳'育成管理、鶏の人工授精、教官の実験'研究と学生

実習補助など

2) 

年間の仕事

。学生実習・獣医学部解剖実習 資産製造ー教官の実験ー研究ー産卵鶏に合わせ

た鶏の年間生産計画の立案(教官・技官)および実行

0鏑料購入計扇の立案および実行
0飼料配合割合の計画(幼雛、中雛、大雛、成鶏用)の立案および実行
0幼雛舎、中雛舎、交配合、コロニ 合、成鶏用ケージ舎の水洗いと蒸気消毒
O鶏舎周囲の環境整備
。飼料作物生産(豚担当技官に同じ)

平成8年鶏利用状況O 

旬腎

、..〆v 、

1月 4 7 月 3 

2JJ O 8 月 7 寸

3月 O 9 月 2 
4月 5 10月 12 
5月 15 1 1月 8 
6月 O 12月 8 

メ仁ネコ 計 64 

一

羽数

一一
qo 
pnu 

♀ 畜産学科学生実験用

←切明開閉F守

表2

糠鞠時間雨明開
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表3. その他
獣医・畜産学生解剖用 羽数 鶏食味試験用 羽数

日 付 ♂ 平 日 イ寸 ♂ ♀ 内訳
1/22 1 16 1 111 9 4 4 肉用鶏
1 1/29 1 19 1 1/20 4 4 肉用鶏
メに〉コ、 手ロiー 2 35 合計 8 8 

表4. 供用換

畜産製造部用 羽数

日 {寸 ♂ ♀ 内 訳

9/25 O 70 廃鶏
9/26 1 1 50 廃鶏
1111 8 35 25 肉用鶏
1 1/19 26 47 肉用鶏
合計 72 192 

。平成8年種卵利用状況
表5.更新用種卵 511 5人工授精 実験用種卵 6/27 人工授精
日 付 {国 数 累 言十 日 {寸

5117 64 64 6/29 
5118 55 1 19 6/30 
5/19 62 181 7/ 1 
5/2 a 63 244 7/ 2 
5/21 55 299 7/ 3 
5/22 59 358 7/ 4 
5/23 61 419 7/ 5 
5/24 62 481 
5/25 61 542 
5/26 60 602 
5/27 57 659 
1回目 / 学生実習用種卵 4112人工授精
日付 i個数!累計!日付 i個数
41151

U

7 7 14/221 7 
411 6 I 7 I 14 I 4/23 I 7 

-64-

{国 数

56 
64 
60 
63 
56 
58 
54 

/2回目
累計

7 
14 

累 計

56 
120 
180 
243 
299 
357 
41 1 
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v 、v
-~ 

1 月 482. 40 7 月 366.00 
2 月 374. 04 8 月 295.20 
3 月 373.24 9 月 309. 00 
4 月 479. 18 1 0月 43. 20 
5 月 30l. 10 1 1月 19. 20 
6 月 320.40 12月 16l. 70 
I ~坦生産量 3524.66 

γ 、!・ ， 

平6♂ 平6 ♀ 平7♂ 平7 平 平8♂ 平8 ♀ ぷに〉3、 え日ムl 

l月 2 3 57 272 O O 334 
2月 2 3 56 270 O O 331 
3月 2 3 56 266 O O 327 
4月 2 3 55 261 O O 321 
5月 O O 55 248 O O 303 
6月 O O 55 247 O O 302 
7月 O O 55 244 O O 299 
8月 O O 54 237 O O 291 
9月 O O 3 153 O O 156 
10月 O O 3 139 23 224 389 
llJ'J1 O O 2 100 23 223 348 
12J'J1-0 O 2 92 23 223 340 

3) 

グラム)

8年生)

馬 ロノて

担当技官2名(鶏と兼ねる)
主な業務内容:朝・タの飼育管理と教官の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

0一番牧草、二番牧草、
O放牧場管理

(キ

7 

月生産且

(平成6

工区成8年鶏卵生産量

平成8年成鶏羽数推移

エン麦等の給餌管理

表6

表7

頭

頚

表8 平成8年馬・ロパ飼育頭数

トム七三
1 頭 l

「
d
、ム
U

慢繋

一機鞠闘関欄間切
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4) 家畜飼料作物

担当技官l名
主な業務内容:闘場管理、教官の実験-研究と学生実習補助

年間の仕事

0鰐料作物(トウモロコシ、馬鈴薯、小麦、エン麦、牧草、
酒の立案(教官技官)、および実行

0種子、除草剤、購入計画の立案および実行

その他)の作付け計

Oトラクタ一、プラウ、デスク、 ドリル、パッカ等の農業機械作業計画の立案
および実行

O飼料作物生産4月エン麦、 5月馬鈴薯、トウモロコ、ン、 9月小麦等の播穫
さらに、 7月一番牧草、 8月小麦、 9月馬鈴薯、二番牧草、 10万トウモ
ロコシ等の収穫

。各種新規緑肥作物実規模矯種方法比較試験と後作効果の検討

表9 飼料作物作付け面積 (単位アル)

トワモロコシ 200 エン麦 300 
小麦 300 牧草 300 
馬鈴薯 30 
カボチャ 20 

技官4名は、それぞれの担当部署をもって全体として協力して業務をしている。一番仕
事が集中するのは、飼料作物播種時期の春期であり、この時期には技官全員が圏場に出て

播種作業にあたる。デスク、ドリル、パッカ、種子運搬などに携わる。同時期に豚、鶏そ

れぞれ豚房:鶏舎(育雛会ー育雛器、中雛舎 中雛ケージ)等の水洗いと蒸気消毒、人工

授精、採卵、解化等などの仕事が集中している。また、秋期の飼料作物収穫待耳目にはなる

べく学生実習日と合;うようにと考えてはいるが、最近の天気はままならないのが悩みの一

つである。

家畜を扱う以上、土曜日 日曜日・祝祭日の日直が避けられないので技官4名で交代で
勤務している。

66ー
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暦

障担 平成 8年 l月 2月 3月
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4月 5月 6月

ト4 ト~ト4 ト4 ト4 ト4ト4 トート4bCJコ ト4 ト4 ト4 ト~N

ト~ t、コ仏コ COζコ骨、コ σ)CO N CO CコN W 心コ ul ト~σ3 、~ Cコ Cコ N 、斗ト~

飼料分飼交学畜獣獣交畜精畜飼学生 畜 精獣産畜滝豚飼料精液採 豚官 娩料配生産医 震配産液採産料 産
液採学医学川試放 牧放立ム口

調整 調整 実製学学、学 造製調整体製
入 習造生生精液生取 験造取生生験牧場調整取

替れえ生(学 飼料(解剖部実習
実実(部実部(実実場電 (め
習採習実へ 習へ 交習習よ気柵 実る
む取験豚 藤配り験

用 整調用 (用六 二 用 仔修用
)豚 E、交)頭 頭出)EH豚理 ) 

) 

配 む出
、仏、コ /¥ 

戸巴、 頭
出
t3、F¥J存亡3、ιHο 荷、 E3、 荷 交実白頭 守
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玉瞬鶏交小畜育臼育 育小人育種育中解鶏舎環牌成解交成獣
雛麦工雛卵雛雛卵 境卵鶏化配鶏医

器配 学器牧器舎蒸粉砕授器集器舎器 、整器体 舎移学

、準備 燕生水場蒸 精組め温蒸に コ備-重 蒸動生

蒸 粉麦砕実洗よ気気~~立度気入
ロ草育測雌気交実
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番(人運，罵
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)用5:2更 1降 、か人

号豚工搬 )新周5化 . 1重ら工
査調用授 ト4 士388¥用、~ 問、準 脚帯集卵ケ授
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7月 8月 9月
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1 0月 1 1月 1 2月
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教育・研究支援業務報告

畜産第二部
担当者:吉田哲三岩倉経

新i毎秀史高橋太郎

畜産第二部は、北大キャンパスの最も北側にある『第二農場』に位置する、土地を基盤にした
家畜生産、特に酪農生産に関する総合的な教育研究の場である。すなわち、約26haの題場を有
し、それらを用いての放牧、および生産されたコーンサイレージ、アルフアルフアサイレージお
よむ嘩E幕等を給与することにより、乳牛およびめん羊を銀育し、飼料生産および家畜飼養技術に
関する実習を行うとともに、草地生態系との調和を考慮した酪農生産に関する応用および基礎的
研究を実施している。
現在、教宮3名(主任、専{壬1名、兼任l名)、校官4名体制で教育研究を遂行しているが、平日
(月~金)の日常業務は通常4名の技官によって行われている。また、動物の飼育に基づく教育研究
上、その管理は1臼の中断も許されないことから、土日曜、祝日および年末年始等の休日には、
技官4名+教官2名(主任、専任)のローテーションによる1名の日直および2名の非常勤職員
の、計3名での勤務体制で教育研究業務を遂行している。

年間を通じての毎日の業務として、搾乳(1臼2回:8: 30および16: 00)、生産乳の出荷、子
牛への崎乳(1日2回搾乳持)、糞尿搬出などの牛舎内清掃(午前)、サイレージ(午前)、乾草等(午後)
の飼料拾与があるほか、各種実験、実習およ問研究(後述)の補助および指導業務が随時ある。
家畜自体の管理業務として、発情チェック、種付けおよび分娩監視・介助等の繁殖管理業務、
牛体ブラッシング、当IJ蹄、除角、去勢等の乳牛{図体管理業務、体調不良牛の治療等の衛生管理業
務が随待ある。
ミルカ一等搾乳関連機械、サイレージ搬出用アンローダ、ベルトコンベア等飼料給与関連機械
等、家者管理機械の保守点検業務も年間を通じて随時行われる。
季節的な主義務としては、夏季問は、上記の牛舎内管理業務のイ也、放牧地および採草地への施肥
(年3回)、コーン畑の耕起、堆肥散布、播穫、除草剤散布および中耕除草、放枚地の除草、アルフ
アルフアサイレージ(年3回)、乾草(年2回)およびコーンサイレージ(年l回)の収穫、等の圏場管理
業務が加わる。なお、耕起、 t削巴散布およびサイレージ・乾草収穫業務については、作業管理部
より投宮2名の応援を仰いでいる。
冬季開についても、牛舎内管理業務の他に、牛舎周りおよび牛運動場の除雪、堆肥切り返し等
の業務がある。

平成8年は、冬期間の記録的な豪雪による雪角平けの遅れにより、早春の施肥や放牧隠始が例年
に比べ、 2週間程度遅れた。また、初夏から盛夏にかけての天候不順も重なり、サイレージ・乾
草等、粗飼料の収穫量は例年に比べかなりの減収となった。冬季開に給与する粗飼料の不足を防
止するため:~ 1 0丹、当年の「放牧試験Jの終了をもって、以後の教育研究、繁殖計画および系
統保存に支障をきたさない範囲で、飼養家畜の淘汰を行ったo
なお本大学の共同利用施設 f先端科学出荷共同研究センターj等の設立計画に伴い、当第二農
場の部分的割愛が決定された。作付箇積の縮小による粗飼料生産の減少、それらにともなう飼養
家畜頭数の減少など、今後の当部をフィールドとした教育研究への影響カ癒念されている。

2.教育内容

1)実習
家畜生産実習
(搾顎L実習含む)
農場実習

農業機械学実習
飼養管理実習
家畜内科学実習
家畜臨床繁殖学実習
食と緑の体験演習

農学部畜産科学科(2年後期~3年前期、 30名、必イ彦)

農学部生物資鮮十学科(3年前期、 40名、必修)
農業経済学科(3年前期、 28名、必修)
応用生命科学科(3年前期、 30名、選択)

農学部農業工学科(3年前期、 34名、選開
獣医学部獣医学科(2年前期、 40名、必修)
獣医学部獣医学科(5年前期、 40名、必修)
獣医学部獣医今朝(5年後期、 40名、必修
全学教育科目(l年前期、 30名、選択)
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E5産第二部
2)実験

家畜栄養学実験
卒業論文実験
修士論文実験

博士論文実験

農学部畜産科学科(3年後期、 30名、必修)
農学部畜商枠$1
農学部畜産科学科
獣医学部獣医斜斗
農学部音産科学科
獣医学部獣医学科

3.研究内容

1)牛乳生産における粗飼料利用と生産効率に関する研究
(農学部音牧体系学講座との共同研究)

2)牛乳成分の変動要因の解析
(農場畜産第二部)

3)乳牛の繁殖管理に関する研究
(獣医学部家畜臨床繁殖学講座との共伺研究)

4)牧草地の有効利用体系に関する研究
(農場畜産第二部)

5)牧草および飼料作物の効率的生産・調製に関する研究
(農場畜産第二部)

6)粗飼料主体による乳用雌子牛の育成に関する研究
(北大牧場、農学部畜牧体系学講座との共同研究)

7)摂取飼料の反努家畜消化管変換ダイナミックスに関する研究
(農学部畜牧体系学講座との共同研究)
8)乳牛における脂肪組織の発達とそれらが泌乳成績に及ぼす影響
(北大牧場、農学部畜牧体系学講座、新冠家資改良センターとの共同研究)

9)ミヤイリ菌製剤連続投与による哨乳子牛の下痢予防効果に関する研究
(ミヤリサンとの共同研究)

10)作物群務構造の違いが微気象に及ぼす影響
(農学部農業物理学講座との共同研究)

11)積雪層構造および手責雪せん断強度の経時的推移に関する研究
(低温科学研究所雪氷環境グループ。との共同研究)

以上.中辻浩喜助手(畜産第二部専任教宮)

盈蓋盟国
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畜産第二部

査産室二宣E 年間作業暦
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畜産第二部

平成8年 l/l~l 2/3 1 
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畜産第二部

畜産第二部資料

平成B年
12月31日現在
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牛乳生産
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畜産第二郎

粗飼料生産

施肥及びl坊除

種別 荷積(a) IJ巴'f31 施肥量 (kg) その他薬剤

イネ科牧採草
宇革U主奨t!llコ2ン2号ポスト cml 800 草地 500 1800 

放牧地 780 杓朝幌!llコ2ン2号ポスト 告を。
1300 
1460 

マメ科牧草 S550 1080 
624 硫酸加ン里ポス(粒ト) 1260 C7Jv77ル7 杓関コ 紛 760 

1400 うッソー 8000cc 飼料用 S482 
ゲずrリム 3750gトコ 380 ょうりん(粒) 2400 ダイ7シ.)ン 120kgアノ ー/

i収量表

穫期J 数次 採草面積 (a) 収量 (kg)

乾草 l番刈り 650 36，527 
2番刈り 500 12，652 

49，179 

7)v77ル77 l番刈り
32，400 

すイレーγ 2番メリり 624 25，200 
3番刈り 16，200 

73，800 

コーンサイトγ 380 85，100 

放牧地利用状況(平成8年 5/11~ 10/14) 

放牧区 面積 (a) 総放牧臼数(日) 総絞牧時間 (h) 平均放牧頭数(頭/日)

A 80 44 541 11.4 

B 70 27 347 11.2 

C 80 55 351 9.5 

D 80 64 347 11.2 

E 190 94 905 10.8 

F 80 18 150 11.4 

G 70 8 78 13.4 

瀧調1¥'ドッケ 15 29 356 13.4 
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畜産第二音11

購入配合飼料

搾乳牛・乾乳牛用
育成・子牛用

NS-15 
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幼牛グ1)ーン
ミルフードBフレーク

g
g
g
g
 

k
k
k
k
 

n
U
ハU
ハ
U
ハU

ハu
n
U
ハ
U
ハU

0
6
ρ
h
U
P
U
-
i
 

市

5
4
τ
1ム

1
tム
マ

l-

q
J
 

試験放牧区利用状況(平成8年)

・総使用面積 放牧i也1.87h且
・施胞内容 N -P2O， -K，o -MgO G'e5/1ぬ)~ 6 -12 -10-5 
・放牧期間 1996年 5 月 20 臼~ 10fol13日(147日間)
・総放牧時間 51時間x147 日 ~735時間

畜産第二部 ホルスタイン種系統図(平成 8年 12/31現在)

敷島系

牛番号上 敷島(しきしま) 明治21(1888)年 2月25日生

父オリンピオ NO.1l57 N.F 
母ブリスマ NO.5530 H.H.B 

1 ~ 6 -43 ~ 171 ~ 218 -2:38 -302 ~ 398 ~ 451 . . .727 -78よ 851-923 ~ 987 -1069 -1101 

以上、現存 3頭

謹系
牛番号 2 漣(さざなみ) 明治21(18鉛)年 2月25臼生

父スミスコンケラ- NO.3068 H.H. B 

母ブリス~マ No.3068 H.H.B 

r 7~ 31-69~103~21シ 249 ~ 272 -382 -450ー印6 缶2-716-779~ 846~ 896~ 926 -971~1018- 1088 

ト15-46 -136 司 225~292~419- 470~ 町制ー加r 7臼r811r :脳~ 928 四 r1脚 1090
ト1044

2~ L 制服~ 1032 ~ 1086 

I~ 釦8~ 93ト l∞7~1057 ~ 1093 

I 184D-Ul 例，~ 1017~ 1083 
L1084 

1-56-150 -193 -220 ・・..• I 1046 -1049 
1-1052 -1076 以上、現存12頭
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畜産第二部

千鳥系

牛番号 3 千鳥(ちどり) 明治21(1888)年 5月30日生

父ネザーランド NO.1852 H. F.H. B 
母 NO.3007 H. F.H. B 

3ω25-61-85-132-195-287-356-460山 540-585-605 -619-656叩 687-751-825-874-925-1005

第3ネリ一系
第 3ネリー

以上、現存 1頭

大正7年 月寒畜産試験場より保管転換導入

γ-623-733-808-892-980r 1066 -1099 
L 1ω 

(第 3ネリー)加お山手掛r401 制 550-叫印刷 715-83ヤ10加。 ω5-1041 
L 1016 -1085 

新規導入牛

際ゐ州民 小引 円山

L-924-951rl∞3r 1058 -1092 
|ト1070

l ト1089
L1097 

L Ll四 1081

388-468-533-590-614-694-773-820-005-957-1060 

弘よι盟主♀立豆亙

平成3年主Ii規導入
1014 -1039 -1098 

以上、現存 2 頭
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教育・研究支援業務報告

畜産製造部
担当者:板谷一・加藤秀雄・日置昭二

ヱ. 有茸芸雲

第二農場の南端で獣医学部の北側に位置する畜産製造部は、畜産関係3部門のlつと
して、畜産第1部及び第2部で生産された家畜・家禽の生産物である食肉及び牛乳の利
用、保存、加工する技術の習得、改良、さらには新たな乳肉製品の開発を含む高度な有

効利用を図ることを目的としている。
本畜産製造部には、製造・利用に必要な機器類が配備された食肉及び牛乳の2つの隣
接する実習工場を有し、この施設は全国の国立大学はもとより私立大学や他の試験研究

機関のパイロットプラントのなかでも最も優れたものの 1つである。ここで生産される
乳製品や食肉製品の品質は関連分野では高く評価されている O

日常業務としては、畜産科学科の学部学生の実習はもとより、各種製品の製造、畜産

学専攻の大学院学生や畜産科学科関係講座教官の試験研究課題追究の一端を担っており

、現在遂行している試験研究課題は、別項に掲げた通りである。本部門は食品を扱うこ

とから、その窓生商や品質管理には特に注意しなければならず、この簡での作業管理が

他の部門とは異なる重要な側面となっている。尚、当部で製造している製品として以下

のものがあげられる。

乳製品:パ夕 、チ ズ(7'仰げ-)，'、クリムチ-;f、わテー〆チ 1・)アイスクリ ム、

ヨグルト、 Mark巴tMi lk etc 
食肉製品: ソーセージ(が日ニ7ソーヤグ、フランクリトソセグ、ウインナーソーセーγ、)プレスハム、

ロースハム、ベーコン、ラックスハム(生ハム)、ブラッドソーセージ、

セミドライソーセージ、スモークドチキン、缶詰類(ランチョンミート，;1;'1JVドチ

干ン、コンピ-7)etc 

現有スタ77は、 3名の技官と 7名の兼任教官であり、製品の製造や設備の日常の維持管
理は専ら3人の専任技官で行っており、機械類の維持 点検のために土日祝日の休日に
は交代で出勤する体制をとっている。業務に季節性がないが、他部門の家畜の生産状況

が本部門の業務に影饗を与えることは少なくなし、。例えば、今年度のように豚の生産状

況が年度当初の予定とは異なる場合は原料肉の不足により当初の実験・研究計画や製造

予定等が大幅に違ってくる結果となる。
また、どの部にも共通して言えることであると思うが長期的に見れば、定員削減のあ

おりを受けて、専任技官の数が減ってきている。
今後このような状況が続くようであれば、これまでのように教育研究の一端を担いなが

ら、品質の良い、安全な製品を提供していくことが困難になっていく可能性を否定でき

なL、。
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畜産製造部

3. 三手足文 8 会手左定全詳会乞三尾翌三子

実習の概要

学生実習は主として畜産製造部乳製品、食肉製品工場の設備を使用し農学部畜産科学

科3年目学生を対象に酪農生産物利用学実習と食肉利用学実習を実施している。ここで
は、屠畜、原料の検査、取扱から各種製品の製造までを、テクノロジーや製造管理の習

とともに食品衛生管理の商を含めて総合的に習得させることを目的としている。

実習開始時に実習内容を解説した上で、さらに、実際の実習においてはたとえ人数が

多い場合でも、出来るだけ学生各個人が手にとって実習できるよう考慮しつつ教官と技

官が一体となって実習指導を行っている。カリキュラム上は 1@]につき 3時限の内容で
あるが、実習内容を充分に体得させるために実習時間を延長することもしばしばで、ま

た前日の準備や実習後の後始末に多大な時間と作業主主を要する。なお、実習は上記畜産

科学科学生の他、 「農場実習 iとしての他学科の学生についても要望に応じて年間数時
間実施している。

1).酪農生産物利用学実習

【要旨]乳製品を製造する原料としての生手しの成分的・衛生的乳質のチ工げを行い、つづ

いて各種乳製品を実際に製造してその加工原理を学ぶ。更にこれを補う為に乳製

品等の見学を行う。

イントログ 'l'/3i..‘'牛乳の取扱いに必要な基礎的知識ならびに法的規制についての予備知識。

乳質検査ー・・ 衛生的手し賞、成分的乳質を調べる各種検査法を習得する。

乳製品製造・ e 市乳、 1¥・タ一、f-7，.、ヨーグ j川、アイスクリームを製造する。又各種機械の構造を知る。

関連工場見学 ・乳製品工場2カ所、乳業会主1:研究所2カ所、生乳検査機関1カ所を見学。

口)食肉利用学実習
I要旨]食肉の処理技術および各種食肉製品の製造技術を習得し、食肉の理化学的特性に
に対する理解を深める。

琢の尾高及解体・.......・・…屠畜場の見学。豚の屠ti及解体を行う。衛生検査についての諮
習を行う。

豚枝肉の分割、徐骨・・ーー・..)添枝肉を分割lし、除骨、整形して部分肉にする。
食肉製品の製造 ・・・ ...... ソーセーグ類、ハム類、イーコY及ランチョンミート等を製造する。

トセシ'の品質評価ー…...ω 実験用ソーセ γを製造し、その物理的特性、色調等を比較検討す

る。
工場見学・ .............. .・ 食肉製品製造工場を見学し、食肉製品の製造、流通理解を深め

る。
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畜産製造部

啓各淫重差竺在三塁主三よ在勿禾リF円寺乏三尾翌三手ξ王

対象学生 e 畜産科学科3年生(必修l単位) 三河助教授/玖村助手
毎週木摺日 5~7 時限 (13: 00~15: 30) 

畜(産木科曜学日科) 雲足 翌三手 五頁 日 多尾 翌三手 イ乍 多量 戸ヨ ~でTF 

4. 1 1 才リエンテショy 実習全体の概要と関連法規の解説

4. 18 乳質検査 原料手しに関する必須な4種類の検査法

4. 25 脂肪胃検ho定l巴， TMS旨測肪定率 牛器乳をの成分脂調1)肪をゲルへ'片法、 A' 7'コ妙分法測で定機
m i 1 kの』 定量 用いて る。ミ的チェッカで全閲形

5. 9 11 CreS~ 分E離i 空咋勝jクリ叩レー号の分室、洗車枠襲Skim milkの脂肪率定量 、 リムになっ 出る のー

5. 1 6 11 Butter製造Crea皿Buのt脂te肪rE副g定k量と 製クリ ム温度連設定作、業But脂ter-churn量を用とい度てハ守タ定ー
造の一 、 防率の定 酸適

5. 23 Market Mi lk製造 自を動使洗用瓶し機て、、 殺速菌機の、市打乳桧製機造、作業7ーデインク'機

5 30 Ch日日se製A造ml 原京留農山ーの調宅、橋忠禁法ム及び
O:3~授業開始 レン そんト'、チ-À'7'vÀ~0)~fFetc

6. 細菌検査(Br巴巴d法) 顕微鏡による総菌数の泌定

6. 13 I Plate Count 培養法による生菌数(標準平板菌数)測定|

6. 20 森永 ょっぱ乳業見学 |乳業工場と研究所

6. サツラク見学 最新設備の中規模工場

7. 4 Yoghurt製造 原材充療料のと発混酵合 殺32菌・c、-スタ10ート時添間加(乳酸菌)

7. 1 1 [ce Cream製造 尽成主主料自己乳合の分離計化、算脂助殺各率原菌の定量混却、合Tイスタワームの粗

|顕微鏡による脂肪球の確認
式の 、 料の とホモシ'ナイすー

による均一 、 、冷 7リサ'iグetc

7. 18 雪印乳業見学 |史料館および研究所を含む

7...30-'-... 9;ZO J'l 休 P み

9. 生乳検見学 自動化機器による北海道全体の牛乳検査

繋照、 丸山，?"<"-明'.'̂，，'-'''''''''''V吋'''''"'伊関抑制判明税制例府例措悦'""'，̂ '-= 民側惚噌W 制移欄欝榔峨得概。時被.-持解明線開初潮花開欄糊紛収納期持制棚轍駒榔慨蛇糊係機珊物線婚披探勝越勝樹籾醜婦襲警
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畜産製造部

b 食肉利用学実習

対象学生:畜産科学科3年生(必修1単位) 高橋教授/西邑助手
毎週火耀日ら~7 時限( 13 : 0 O~ 15・30)

奇安詰昔ヤ 多量 翌三手 主頁 自 多望 翌三子 イノ戸 多詫 戸ヨ ':'"6"'" 

4. 9 カ'イタ'ンス 講義室、実習に関する概要の説明他

4. 16 豚の屠畜及び解体(2頭) 雪雲間鰐震計民議案金字額縁蓄
4. 23 11 北海道畜産公社見学 大規模屠畜場に於ける解体処理作業の流れ

4..3.0 J休講

5. 7 豚枝肉の分割及び除骨 校分半割丸を骨各グルー7・に与え実際に刀を用いて
、除 し部分肉にする。

5. 14 l酬の整理、乾塩漬 脂万肪を用部いて筋切、 腿、 脂肪製を造除去塩し赤漬す肉部と
を細りしソーセグ の る。

5. 21 I1 ;j;'口二万…セグの製血造液との̂'7部漬 ソーセシ.類(ホ'0二T、ポ夕、ウイYト漬)等の製造
口-A音I1心臓や舌、 塩 肉挽き、カッティyグと充填、各塩 etc 

5. 28 7'71トソーセプ'の製造 豚ポ皮の角煮つめ、 脂肪の角'と切混り合、充舌境、 心臓・ィの
イ片と 切り、カッティY夕 、ホ 片

6. 4 ロースハム ラックスハム(製生造以)と AmlO:30授業開始ソキング、充填、ホ.件、
へ'ーコン、 7' v7-̂bの 再結致、スモクetc

6. 1 1 セミドライソセグの製造と
スモクドチキンの塩漬

鶏脂肪解凍の角と塩切漬り巴とtcミキシング、 充填、 ポイル、 スモサ

6. 18♂ スモクト.チキンの製造 首、手羽を綿糸にて固定、ポイJv，スモークetc

6. 25 缶詰巻締め作試図験、 KHホームシーマーのを調用整いて、 実際タにワガの設本.定と
レホ.→提出 巻締めローラ 。すイクロメ ー調1]定、レ ート

7. 2 ランチョンミートの(製ソ造 原料のチョッピYク¥カ充ツテインク¥ミンスマス殺ター菌機、によ
→ーシの缶詰)IるロJv;;'3 i化と缶に填、巻締め 冷却

7. 9 実験用ソセグ NaNo2の製造 i小型チヨプハーと小型カリで分析用として製造
7. 16 !実験用川

7. 23 1ーセーグの物性試験 |タイナグラ7で弾力性の浪11定叫

7 ， 30~ ヨ‘ 20 夏 休 み

9. 24 食肉製品製造メーカーの見学 食肉製品の製造、流通に対する理解。
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験鞠開雨明

畜産製造部

4了. 言式庭会¥ 有子子多毛

試験、研究は農学部畜産科学科畜産食品開発学講座及ひ'酪農科学講座の教官・大

学院生・学生が関与する研究テーマについて、工場施設を使用して専任技官と共同

で実験を行い、結果についての討論、考察をするもので、最近では以下の試験研究
課題が追究されている。

a.食肉の利用に関する研究

1.食肉製品の品質に及ぼす亙硝酸塩の影響

2.食肉製品の品質に及ぼす食塩濃度の影響
3.食肉製品の品質に及ぼす結着剤jの影響
4.缶詰製品の貯蔵期限に関する調査
5.天然ケーシンク・の改善iこ関する研究
6.塩漬呈味成分に関する研究
7.凍結肉の解凍ドリ77・と肉色・肉質との関連
8.細胞外マトリックス成分の添加が、ノーセージの品質特性に及ぼす影響

(実験ソーセージの作成と調査・分析)

b. 牛乳の利用に関する研究

1 植物脂肪を添加したチーズのプレーパ一分析
2.脂肪の均質化によるチーズプレーパーの増強
3.低脂肪チーズの熟成促進
4.ゴーダタイプチーズ熟成中のカゼイン分解
5.牛乳の均質化に及ぼす均質圧力と混度の影響
6.牛乳のリポリシスにおける温度活性化
7. クリームのレンネット凝屈に及ぼす均質化の影響
8.脂肪球の均質化によるリバーゼ感受性の変化
9.脱脂乳リバーゼを用いた還元加精錬乳の均賃効果
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畜産艶童部

5_  望ま米よ{

年間生産実績

よ7dfJJJJ年間生産kg 実験等の 年間生産kg予定数量 消費量 実績

ロスハム 249.4 8.0 261.8 

ベーコン 320.3 8.0 449.6 

プレスハム 415.1 8.0 422.4 

ボロニアソーセージ 1344.0 40.0 1447.8 

ウインナーソーセージ 72.8 4.0 61.4 

セミドライソーセージ 196本 10本 247本

ブラッドソーセージ 35.1 2.0 33.1 

ランチョンミ ト(缶詰) 93缶 4缶 116缶

ボイルドチキン (缶詰) 209缶 12缶 281缶|

|スモークドチキン 136.8 2.0 111.61 

ラド 352.0 O 440.0 

ブリックチーズ 16‘4 4.0 6.9 

ノ〈ター 184本 5本 217本

-86-

三、

模型母



畜産製造部
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教育・研究支援業務報告

作業管理部

lはじめに

<北大農場における機械化のあらまし>

河合孝雄、佐藤浩幸、仁和敏夫

北大農場におけるトラクタ機械化は、 1952年の農耕用ジープではじまり、 56年フ

ォードソンメジャートラクタの導入により本格化した。北海道における乗用トラクタ普

及台数は約25万戸の農家に対して55年275台、 57年707台にすぎないから北大農場の導

入は先駆的なものであった。

トラクタ第一号のフォードソンメジャーが導入された頃は、作業機も耕起、整地、運

搬、播種機(グレンドリル、コーンプランタ)、牧草収穫機(ヘイモア、ヘイレーキ)

しかなく、稼働もかなり限定されていた。 60年代には、さらにトラク夕、牧草の収穫

機を中心とした作業機の新規導入が進み、重複作業、連続作業も可能となり、機械化作

業の移行期となった。 70年代から現在までは古い機械の更新を中心とした整備が行わ

れ、各種改良された作業機、 トラクタの四輪駆動化、キャビン化、大出力化とともに高

質化がもたらされてきた。

なお、戦前1920年頃に鉄車輸のフォードソントラクタ (20P S) を2，800円で導入し

たとの記録があるが、稼働記録などが残っていないため明らかではないが、おそらく

モーア作業、スレッシャーの定置動力など一部の作業に使われたのみで、一般作物に対

しては、ほとんど畜力、入力に頼った作業体系であったと思われる。

2.概要

作業管理部は、農場における機械化体制およびトラクタ機械化に対応するため1960

年に管理部管理掛として新設し、翌日年に改称され今日に至っている。当部は、農場

共通のトラクタ及びその付属作業機等の機械類を管理運営するほか、各部と協議連絡し

て作業員の適正な運営をなし、農作業の円滑化、能率化を計ることを白的として誕生し

た。運営予算は、建場13部門の中でそれぞれ利用した時間に応じた算定比率 (82年度

より年毎にあまり大きな変動がないよう配慮する意味から過去5年間の平均値)を基に

各部門が負担するいわゆる受益者負担を原烈としている。

現在、 3名の技術宮が配置され、おもに以下の業務を担当している。

(1)トラクタ12台、作業機・穀類乾燥機等約60台の作業計画・調整及び実施記録

のまとめと評価及び機械化体系策定の検討

(2)機械の操作及び利用する技術官への操作指導

( 3 )学部学生に対する、農業機械関連実習

(4 )機械の調整・開発改良・保守，点検・整備

( 5 )教育・研究用機器の試作・開発・改良のほか特殊な用具の開発改良などの対応

( 6 )牧草及びハーブ見本圏の維持管理等

-88-
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3 トラク夕、作業機及び闘場概要

表1にトラクタ・作業機一覧を示す

表2・表3に牧草・ハーブ?の作付け品種一覧を示す。

表1-1 作業管理部 保有トラクタ・作業機一覧

機械名 一一語存所

フォードソンメジャー

フォード5000

三菱R2500

MF185 

MF595 

フォード6610

イセキTL40口D
MF3050 

クボタLl-275

クボタA-15
J.D1850 

クボタGL220

ド
ド
エ

一
一
霊

オ

オ

菱

フ
フ
三

MF 

MF 

フォード

井関農機

MF 

クボタ

クボタ

ジョンディア

ク*‘タ

三菱CT-83耕うん機

本三菱耕うん機
三菱重工

三菱重工

兼用プラウ

兼用プラウ

兼用プラウ

*リバーシブルプラウ

チゼjレプラウ

サブソイラー

フォード

スガノ農機

スガノ農機

スガノ農機

MF 

ランサム

ライムソワー

プロードキャスタ
スター農機

ノードストン

マニュアスプレッダ

マニュアスプレッダ

マニユアスブレッダ

作業管理部

一一
一年一一7'一一ω一さ一1一斉」一大一格一規一

(英)ディーセ'ル・ 2駆.42PS 

(英)ディーゼル・ 2~~ ・ 65PS
(日)テ'イーゼル・ 2~~ . 25PS 
(英)ディーゼル・ 2駆・ 75PS

(仏)ディーゼル・ 4駆・ 95PS

(英)テ'イーゼル.4~~ . 79PS 
(日)テ'イーゼル・ 4駆・ 40PS

(仏)ディーゼル・ 4~ß ・ 69PS
(日)ディーゼル・ 4.~ß . 27PS 
(日)ディーセソレ・ 4~~ . 15PS 
(独)ディーゼル・ 4~~ . 59PS 
(日)テ'イーゼル・ 4~1l . 22PS 

(日)8PS 

(fヨ)

(米)14" *2 

(日)14" * 2 
(日)14" *2 

(日)20" * 2 
(英)1. 98m 

(英)65cm 

(日)320L 

(デ)1000L 

ハワド (英)5. 5m 

ニューホランド(米)4. 8m 

ジョンディア (加)J D455 8.3 m (ハイド口プッシュ式)

デスクハロー

デスクハロー

口ータリ

口一タリ

ロータリ

口ータリ

itl華き口ータリ
ロータリ

フォード

INH 

小橋工業

小橋工業

小橋工業

松山

松山

小橋工業

グレンドリル

コーンプランタ

グラスシーダ

本ポテトプランタ

ネどーンプランタ

キビートプランタ

鎮圧ローラ

ノードストン

ガスバルド

ブリリオン
十勝農機

田端農機

サークル鉄工

スター農機

(米)18" *20 

(米)20" * 32 
(日)KC240 (2. 4m) 

(日)KC242 (2. 4m) 

(日)ML 180AF (1. 8m) 

(日)1.4m(Aー 15用)

(日)2. 4m (LI-275用)

( Iヨ)M150T-4S (1. 5m) 

(デ)2. 5m 

(伊)SA-480-4 (4娃)

(米)1. 55m 
(日)2畦

(日)4量産
(日)2日主

(日)2. 5トン
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1956 

1967 
1972 

1972 

1982 

1985 

1988 

1990 

1990 

1990 
1991 

1995 

1969 

Q
U
A
H

，。。
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O
q
u
n
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p
h
v
n
x
u
n
x
u
n
x
u
n
o
q
v
 

Q

d

Q叫

Q
u
q
u
Q
d
Q
d

1

1

1

1

1

1

 
1980 

1992 

1974 

1983 

1996 

8
5
6
7
b
9
9
9
4
 

F
O
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守

f
n
o
o
o
n
o
n
6
Q》

9

9

9

9

9

9

9

9

 

1

1

1

1

1

1

1

1

 

4

2

0

8

9
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O
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O

マ
I
7
2
7
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U
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d
Q
d
Q
d
Q
d
Q
U
 

1

1

1

1

1

1

1
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よ長山“一 陥時間

作業管理部

表1-2

機械名 製作所 購入年

*ブームスプレーヤ

ブームスプレーヤ

ホカルチベータ

*1吉土機

口ータリカルチ

ロータリカルチ

ロータリモーア

テクノマ

共立
日農機

スター農機

小橋工業

小橋工業

佐々木農機

規格大きさ

(仏)400L 

(臼)800L 

(日)3娃

(日)3陸

(S) K500 5娃

(日)K502 5陵

(白)l.2m 

1975 

1979 

1974 

1976 

1982 

1989 

1988 

コンノtイン

自税コンパイン

クラース (独) ドミネータ-38S(2.7m) 

石川島芝浦機嫌(日)CX20G 3条刈

1988 

1989 

コーンピッカ

ポテトデガ

ポテトデガ

ポテトハーベスタ

ビートハーベスタ

ストローチョッパ

R-C 仏) 1畦

松山 (日)三菱耕うん機用1峰

松山 (臼)1畦

サムロ (スイス)SC 

日農機 (8)アクツ式410TURBO

小椋工業 (臼)F21l 2.1m 

1973 

1972 

1981 

1981 

1985 

1986 

ダ

ダ

ア
ア
ツ
ツ

一
一
テ
テ
キ
キ

モ
モ
ロ
口
一
一

モ
モ
イ
イ
レ
レ

イ
イ
ヤ
ヤ
イ
イ

へへい
Y

一ンへへ

ニューホランド

ニューホランド

工ハーグリーン

ターラップ

パンフォード

ターン

(仏)442 デスク型1.6m 

(仏)442 デスク型1. 6m 

(独)5.1m 

(デ)5.35m 

(英)

(仏)KF4 

1987 

1989 

1988 

1996 

1970 

1988 

へイベーラ

フォーレージハーベスタ

ニューホランド(米)315 l.71mピックアップ

ニューホランド(米)717S 

1977 

1975 

フォーレージワゴン

フォーレージワゴン

ハイダンプトルーラ

フォーレージブロワ

ほくさつ

ほくさつ

メムロ機エ

クール

フロントローダ

本HFTフロントローダ

井関純正フ口ント口 ダ

aloフロントロ ダ

本JO純正フロントローダ

(日)特注 2台購入

(S) TC-551O 12m' 

(日)LW-130 13m 

(米)

1972 

1990 

1990 

1985 

北海フォード (臼)標準パケット、マニュアフォーク(F5000用
)

三陽機器 (日)標準、マニュア (TL4000用 1988

alo スェーデン)僚準、マニュア、ビート (MF595用 1989

ヤンマー農機 (日)標準、除雪プレード (J01850用
1992

トレーラ

トレーラ

トレーラ

穀物運滋牽

穀類滋送機

穀物用循環型乾燥機

北海自動車

ほくさつ

ほくさつ

斎藤農機

斎蔭農機

山本製作所

(日)2トン積み

(日)HS3W-2 ダンプトレラ-2トン積

(日)HT-21 1トン積み

(日)KO-2200 (トレーラー改造)

(日)B-551 (バネコン)

(S)S80-3芭SM(7トン)

1957 

1979 

1988 

1989 

1989 

1989 

*Enは作業管理部以外の部で所有している作業機。これらは、管理部のトラクタを使用
。
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作業管理部

表2 牧草見本図作付け草種及び品稜一覧 (総面積:4a) 

草1重 品種 草種 品種

1テモシー クンプウ 14 7カクローバ ホクセキ

2チモシー ノサップ 15 7カクローパ ハヤキタ

3チモシー キリタップ 16シロクローパ カリフォルニア

4チモシ ホクシュウ 17シロクローパ ソーニア

5オーチヤードグラスワセミドリ 18シロヲローノt タホラ

6オーチヤードグラスオカミドリ 19 7んすイ?クQ-ハ テトラ

7 ;¥A-;r7'Oムグラ1 アイカップ 20 7 )~7 7)レフア マヤ

8 リードカナリー パラトン 21 ソルガム ハイオニn~コー931

9メドウフェスク トモサカエ 22シロカラシ サーバル

10 トールフェスク ホクリョウ 23家畜ビート シュr目，i]'ールド
11 '1ンh子ープルーヲう1 ケンブル 24家畜カブ 紫丸力ブ

12 へ.レニ71，うイゲ 7). ファントム 25エンバク スワン

13 イ州7ンライゲうλ ピリオン

者 3 ハーブ作付け車種覧

1 アップJレミント
27ニニコミヒユノッ=ア
3 イブキジャコウソウ
4 ウインターサボリ-
5 ウーリデイム
6 オω テーコロンサツコミノト
アオレガ/
8 力。テJレミント
9 カレープラント
10 ヰユ苛'‘Y トニニ‘よノコf
11 キャラウェイ
12 ?'リ--:>オレガノ
13 -:>リーピングタイム
14ゴールドタイム
15 "!ナラタfノてーオぇット
16サントリナ〈コワトンラベンデ〉
1ア る>守ヂ目白て~ユノブヨ弓壬三ミ一一Jレ

18自宅ミント
19スベアミント
20吐三 手JfA
21 iz::)レフヒーノレ
22 11 (ブノレネイグランディフ口ラ〉
23セントジョンズヲート
24 17イム
25タダイヤ エ〈力モミーノレ
26づ， -〆手>-
27チコリ
28 T 吋'“ω ヒゴJレ
29ラ二ヤイコプ
30 ヒ1ノッ:;/' :;/')レ
31 11 ピン合
32 :;7ィノてーフユ 重
33 /1 .i、室主

34フ'ロド リーフト セン'
35 ブロンズフェンネノレ
36ベニーロイヤJレ
37ベパーミント
38 rくノレブプ弓壬ツト c;昆活詮〉
39ホワイトヂイム
40 てF口町叩
41 ヤローホワイト
42 " イコ二口
43 11 ローズ
44 ラヒーツンー、 ロヘ -y 、 ロヘeγ'
45 ラヘ・ンター サツコミノト
46ラベンダ 番手豆
47ラムズイヤーズ(ウーリーベトニ 〉
48 レディスマントノレ
49 V弓壬ユノノ、I.-.b，.

50ロシアンテラゴン

"'--一一一一 一一一

主L一一
シソ科
吃Zリ手斗
シソ科

キヲ科 ムギワラギヨツl冨
シ工ノ科 イヌハップヨl冨
セリ科 キャラワエイ眉
シソ字十 ノ、ナノ、 γ 力J茸
M イブキジャコウソワl冨

オランダワレモコウノてラ科 ワレモコウTiI!
ワ 17ヌギギ3 キク科 ワヂヌギギヲl買
力ミツレ M マトリカリ 71耳

シソ科 ノ、ッ力f冨

M アキギリl寓
" ウツ対..:-:?''tナl冨

男ナトヰ三リソウ手斗弓ナトヰゴリソウTiI!
シソ科 イブキジャコウエノウf耳
キク科 ローマカミツレl富

" キクl茸

巴リ事斗
ニLリ和十
シソ手斗

キ 9手斗

シソ科
ザヒリ著斗

シソ'1斗

アオイ科
キ 3科

t リ科
シソ科

パラ科
シソ科
キク手斗

矛口季五

ノ¥ゴ~ノ、ツブコ

イヌノ、、ノ力

ヒメウイキョウ

車用サルビア
ウ γ ポグサ
チミ:事翁ウ'yオ乏三プ士ナ
西洋オトギリ革
ヂチジャコウソウ
コウ守アブコミツレ
ヨそ壬ヰ三ニf'-:>

ウ

力

ヲ

ヨ

力

シ

ギ

ジ

キ

シ

ヲ
ギ

ρ

口

一

イ

ハ

ャ

ネ

ギ

シ

セ

ウ

サ

ジ
ゾ
ナ

γ

謡
ニ
グ

コ
エ
ヤ
H

サ
H

広

ベ

メ

デイマツノてナ

ウスベニアオイ
西洋ノコギリソウ

ワヨジラLヨロヰゴ
ヨ弓諮ξ3等主
E百1羊ヤマノ、 γ 力
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(率会主豆苔宅資3a)
1耳
ノ、ツプコf冨
力ウミドリ 1冨
イブキジャコウソウ眉
トウノてブーl高
イブキジャコウソウTiI!
ノ、‘ノブコl寓
ノ、ブγ 、'y力l茸

シャヲl富
オミヰ三TiI!
守7ブーヰ£ノ、ツブコTiI!

キヲTiI!

アキギリ l耳
ウイキョウl高
ノ、ツプコl高

守アタ，}レてFノ、ツブ，1寓
イブキジャコウゾウj富
士ざニニ701ーイl冨
ノコヰ三リソウl高

レピスチプヨムTiI!
ノ、ッ力TiI!
ラノミンドウラTiI!
イヌゴマl冨
ハゴロモソウl冨
セイヨウヤマハッカl冨
ヨモEヰゴl高
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作業管理部

4.研究課題と実習内容

-食と緑の体験実習、農業機械按当

・農場実習 1(生物資源学科・農業経済学科3年目必修l単位、他の学科3年目選択l単位)

7月8日 「農業機械についてj 担当

・農場実習II (生物資源学科3年目選択2単位)

夏期実習 7月 22 日 ~25日「トラクタ運転実習J 担当

・畜産学科、農業機械の話担当

・各種新規緑肥作物栽埼と後作効果について

「農林、バイオマスの超効率的回収循環システムの開発J研究支援

日也球大気環境の変動が農作物の生産性に与える影響の解析J研究支援

5.機械利用の特徴と調査結果

1)作物栽培の種類と特徴

北大農場は、本学の北西に位置し、農場11部門と農学部関連講座が管理する約

52haの闘場を対象に農業機械が利用されている。また、食用・工芸・飼料作物、

競菜、果樹、花壇、飼料作物など幅広く栽培され、実皇賞・実習用等に利用されてい

る点に特徴がある。

このような栽場体系の中で、きめ細かな機械の対応が要求されるため、作業管理

部の3名では対応する事ができず、運転業務に従事する(技術宮)技官が多数 (20

数名)であることも特徴の一つである。

2)作業日誌の集計結果

当部では、創部当初よりトラクタ31J使用記録日報(冬期間を除く)を採用してい

る。この B 報より 96年の4月 ~12月までの月別、 トラクタ稼働実績を表4に、大型

トラクタ作業機使用状況を表5、小型トラクタ作業機使用状況を表6に示す。

表4より、 MF185が年間を通じて48.5時間とl番少ない数字を示しているが、こ

のトラクタは購入当時大製作業機に対応すべく導入された都合上、 2輪駆動ではあ

るが後輪にキングタイヤを装着している。このため、その後導入された大型トラク

タに裏作業が移され、その反面、タイヤの都合上管理作業にも使用が限定されるな

ど最近ではあまり稼働の場がない実態におかれているためである。

また、 FMも52.5時間と少ない数字を示しているが、前述のとおりこのトラクタ

は当農場の第 l号として1956年に導入され約41年経過している。この問、 8，000時

間近いトータル稼働時間を数え、一時廃車も検討されたが、古いがゆえに構造も簡

単で耐久性に富み、現役で耐えうる限り使用するということで現在も軽作業中心に

短時間ではあるが稼働している。また、学生実習の面からも、 トラクタの原型を実

物で説明できるという観点からも存在価値は大きい。
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トフクタNO 2 3 4 5 6 7 

トフクタ名 MF595 F6610 MF185 MF3050 F5000 JD1850 FM 

罵力(PS) 95 79 i5 69 65 59 42 

月 穣働可能臼数 穣働時間務働B数 稼働時間稼働日数 稼働時間稼働日数 稼働時間稼働日数稼働時間線働日数 穣働時間稼働回数稼働時間線働臼数

4Fl 21 3.0 4.0 5.5 3 

5月 21 31.5 11 31.0 18 4.0 2 67.0 33 24.0 11 9.0 5 11.5 7 

6月 20 19.5 9 18.5 7 3.0 3 35.0 15 24.0 8 31.5 14 2.0 3 

7月 23 11.5 6 23.0 8 23.0 11 40.0 15 54.0 20 10.0 5 18.5 7 

8月 22 27.5 9 19.0 7 5.0 4 39.0 14 17.5 6 22.5 6 3.0 

9月 19 18.5 5 4.5 3 2.0 3 28.5 B 17.5 4 13.5 4 11.0 7 

10月 21 15.0 4 14.5 6 4.0 5 33.5 10 20.0 10 13.5 4 6.5 4 

11月 20 9.0 4 10.5 4 7.5 3 18.0 7 

12月 21 2.5 35 2 

合計 188 132.5 48 121.0 53 48.5 31 266.5 104 161.0 60 109.0 43 52.5 29 

96年度トラクタ穣働実績表4

守
山
師
時
漏
出
明

トフクタNO 8 自 10 11 12 dロb、盈引J. 平均

トフクタ名 TL4000 L1】275 R2500 GL220 A-15 穣働 1台当 稼働日

馬力(PS) 40 27 25 22 15 613 時間 稼働率 数率

月 稼働可能日数 綜働時間稼働臼数穏働時間線働日数稼働時間稼働白数 稼働時間稼働回数糠働時間稼働日数稼働時間稼働臼数 (時/日)

4月 21 4.5 3 12.0 6 17.0 10 46.0 24 1.9 9.5% 57.1% 

5Fl 21 28.0 17 38.0 20 21.0 9 15.0 10 23.4 21 303.4 164 1.9 65.1% 95.2% 

6月 20 20.5 15 39.0 24 16.0 12 17.0 11 23.5 47 249.5 168 1.5 70.0% 100.0% 

7月 23 10.0 5 13.5 8 14.0 10 33.0 14 8.0 4 258.5 113 2.3 40.9% 95.7% 

B月 22 22.0 B 8.0 7 15.5 7 26.5 13 24.5 12 230.0 94 2.4 35.6% 95.5% 

9月 19 21.5 7 15.0 B 7.0 6 26.0 10 15.0 B 180.0 73 2.5 32.0% 94.7% 

10月 21 13.5 6 3.0 2.5 3 9.5 5 17.5 14 153.0 72 2.1 28.6% 90.5% 

11月 20 12.0 4 2.0 4.0 3 9.0 4 13.5 7 85.5 37 2.3 15.4% 60.0% 

12月 21 4.0 3 10.0 6 1.7 2.4% 23.8% 

合計 188 132.0 65 118.5 69 80.0 50 152.0 76 142.4 123 1515.9 751 2.0 33.3% 79.3% 

;主2)稼働回数率は、期間中1台のトラクタでも稼働した日数の値(ただしコンパインを含む)注1)1台当様働率=合計線働時間/稼働可能回数Xトラクタ台数
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作業管理部

表5 96年作業集計(大型トラクヂ+普通型コンパイン) 自96年4月~至96年12月

作業機名 稼働日数算出稼日稼働時間稼働面積消愛想科ha/禄日 ha/算稼 ha/稼時 Q/稼自 Q/算稼 Q/稼時 a/ha 

フロントローダ 19 12.0 47.50 203.6 10.72 16.97 4.29 ERR 

プラウ 24 16.5 67.00 1481.0 637.0 0.62 0.90 0.22 26.54 38.61 9.51 43.u1 

ロータリ 57 34.0 108.50 1713.0 786.9 0.30 0.50 且16 13.81 23.14 7.25 45.94 

デスクハロー 12 8.0 32.00 1858.0 339.6 1.55 2.32 且58 28.30 42.45 立61 18.28 

チゼルプラウ 3 2.5 9.50 90.0 54.8 0.30 0.36 ιω 18.27 21.92 5.77 60.89 

鎮圧ローラ 0.5 2.00 400.0 23.4 4.00 8.00 2.00 23.40 46.80 11.70 5.85 

へイレキ 13 8.0 30.00 4020.0 124.0 3.09 5.03 1.34 9.54 15.50 4.13 3.08 
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377 251.5 914.540201.54479.6 11.88 17.81 4.90 

表6 96年作業集計(小型トラクタ+自脱コンパイン) 自96年4月~歪96年12月

作業織名 稼働日数算出穣日稼働詩陪稼働面積消費燃料 ha/稼自 ha/算稼 ha/穣時 Q/稼自 Q/算稼 Q/穣時 a /ha 
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2.91 4.40 1.18 ERR 

2.77 3.32 0.72 ERR 

4.39 7β2.55 52.96 

4β6 7.77 2.45 2.74 

0.93 1.87 0.70 2.80 

1.48 2.97 0.99 8.73 

2.81 5.18 1.82 3.27 

1.69 2.53 且98 4.84 

1.16 2.32 1.10 7.07 

1.60 3.20 1.60 1.60 

4.33 7.53 2.51 25.51 

7.43 12.38 3.38 22.73 

4.90 4.90 1.03 ERR 

1.27 2.30 1.00 ERR 

2.26 3.56 1.28 ERR 

2.95 5.90 2.36 ERR 

3.08 5.13 1.54 42.19 

7.00 7∞ 2.0o 40.00 
2.84 4.88 1.72 

0.12 0.04 

0.18 0.05 

合算出様日とは、ある作業を1日3時間以上行った自を1日.3時間未d苦を0.5日として集計した自数である.
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作業管理部

4月の合計稼働時間、期間内l台当稼働率5.8%と低い値になっているが、昨年は

大雪のため雪解けが遅れ、肥料散布等の一部を徐きほとんど顕場に入れなかったた

めである。その反面5月は、合計稼働時間303待問と最も多い時間を示すが、前月

の作業遅れの影響が表れている。 6月は期間内稼働日数率、 1台当稜働率が1番高い

数字を示すがこれは飼料作物の収穫、各種の管理作業が集中するためである。 11

月、 12月は順次少ない値を示すが、この時期は一雨毎に園場の乾きが遅れ、時に

は降雪に見舞われるなど作業条件が整わないことが多く、また、日没時間も早くな

る要因もある。

全体的な数字としてl臼当の平均稼働時間が3.2時間と少ない傾向にあるが、その

要因は閤場が分散していることとあわせ、遠距離閤場も多く、更に実験の必要上小

区画の圏場が多いなどがあげられる。

また、表5でプラウ、ロータ J)、チゼルプラウ、ハーベスタなど土壌処理をとも

なう機械類の消費燃料が稼働函穣の割に多い傾向を示しているが、当農場はいわゆ

る重粘土質園場が多いためであり、土壌改良が大きな課題となっている。
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